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昭和52年度入学式学長告辞
時 あ たかも桜花欄浸の 季 節 ， 大学 の桜も諸君の 入学 を 祝
福する かの如〈美しく咲 き そ ろ って い る 。 永い厳しい冬の
不満もいわず， 時到れば花 を つける 。 これこそ 自然界の姿
であ り ま す。
現在 の諸君も同様でしょ う 。 苦しかった受験生 活から解
放きれ， い よ い よ 主体性 を もった大学生活に転換する 記念
すべ き 日 です。 この 時こそ あらためて 大学に志した 目 的，
今後の 目 標 を 冷静か つ真剣に考える べ き です。 これ を 大学
入学に際して の初心とい う べ き でしょ う 。 “初心忘 る ぺか
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らず” 固い決意こそ大切です。 や‘もす る と， 大学入学の
興奮が覚め， い ま ま での緊張感 を 失い，最も大切な入学 の
目 的， 目 標 ま でも失って虚無感のと り ことな り 脱落す る こ
とのない よ う ，心 を ひ き しめていただ き たい。
ご存じのごとし 大学はあくま でも研究と教育の場であ
り ， 文化の伝達， 伝 承と新しく造 り 上げ る 創造の 機 能 を 発
揮す る 学聞の場であ る から， それに伴 う 学習 を 否定す る こ
とはで き ま せん。 学習と研究は大学における 諸君 の権利で
あ り ， この権利 こそ存分に発揮して ほしいものです。 特に
大学院研究科の諸君には， 大学における 科学研究の 重要性
は． 自由な発想、 に よ る先駆的， 独創的研究 を 進めて， 人類
の永生と幸福 を もたらすことが強〈要請されておりま す。
最近の科学は， 著しく専門分化し， 研究の最先端は ま す
ま す精密， 綴密化す る 一面， 従来の 知識体系では接近で き
ない分野が生れて お り ま す。 ま た実験， 計測， データ処理
などの装置や方式も急速に開発大型化して， 大規模な研究
観測手段なしには， その最先端 を 切 り 開くことが不可能な
ほど研究分野が拡大して い ま す。
一方ではミ ク ロの世界から， 他方では科学衛星 ま でその
進歩発展は驚くほどです。 その上社会的要請の増大とい う ，
研究の外在的な 状況の変fじが生 ま れ てい ま す。
即 ち 地球上の全人類が総力を 挙げて取 り 組 ま ね ばならな
い多くの 課題 が山 積 み して い る ことです。 エネルギー 問題，
環境 の保全， 海洋 の 利 用 問題， 食糧 ・ 人口問題， 地震の予
知や災害研究， ガ ン などの難病研究など， これらは人類の
生 存にとって速かに解明すべ き 緊急の問題であ り ま す。
人聞が 自然界の 一生物であ る こと を 忘れた人と自然との
二元主義 が， 現代 の生態学的危機 を 招いたといわ れ て いま
す。 相E依存は宇宙自然、の摂理であ り ， ルールであ り ま す。
現代は科学 の 時代といわれて い ま す。 絶対不滅の法則 で
あ る ニュー ト ン の万有引力でさえ 条件付けせねばならない
ほど変化と進歩 を 続けて い ま す。 打 ち 上げられた宇宙衛星
やロケットはもどって き ま せん。
余談ですが， この間文化勲章の経済学者森島通夫ロ ン ド
ン 大学教授は “人生はロケットであ る 。 どんな立派な学校
を 出 て も 1段ロケットでは海に落 ち てしま う 。 3段， 4段
と必要に応じて 噴射前進で き る 人 間でなけねばならない。”
と話して おられ る が， 真理の探求， 科学の研究には終着駅
は あ り ま せん。 人は無限の力を 信じ， これ を 発揮す る 努力
と根性が必要であ り ま す。
大学は ま た人間形成の場であ り ， 青年後期 の 人 間 形成 の
仕上げのと き であ り ま す。 大学における 人 間形成は先ず学
問研究 を とおして の もの ですが， 課外活動によ る 面も ま こ
とに大であ り ま す。 スポーツ を 愛し， 頑健な体 を作り上げ
る ことが肝要であ り ， 個性 を伸すための文化活動も意義 あ
る ことです。
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大学の 自 由は学聞の進歩， 社会の 発展の ために極めて重
大なものとの認識に よ る もの で あ って， 自 由に対す る 責任
と 自 立性が な けねばな らないと存じ ま す。
すべからく健康に し て意欲的バイ タ リ テ イ に富んだ人聞
を 指向 し て いただ き たい。 青白 き イ ン テ リ ー では困難な
国際情勢 を 乗 り 切 る ことは不可能で し ょ う 。 充実 し た気力，
強靭な体力， 透徹 し た判断力の養成こそ肝要と存じ ま す。
諸君は大学入学にあ た り 覚悟 を 新たに し 誤る ことなし
片寄 る ことなし はた ま た軽率に附和雷同する ことなし
富 山大学学生と し て の誇 り を も ち ， 責任 あ る 行動 を とって
いただき たい。
諸君の 人生は永〈， 将来の栄光は期 し て 待つ べ き もの が
あ る と存じ ま す。
希くは， 明 る し 大らかに， 甘える ことな し 不動 の信
念 を もって 大学生活 を 送られんこと を 期待す る もの です。
今 ま さに門 を 聞いて兄等 を 迎 う
学閣の桜花薫風 を 送らん
学長告辞といた し ま す。
昭和52年 4 月 1 1 日
富 山大学長 林 勝次
関 係 法 令
(;:r:) 
法 律
0所得税法の 一部 を 改正する 法律（14) 4 ・ 1
0恩給法等の一部 を 改正する 法律（26) 4 ・ 30
0国立学校設置法及び国立養護教諭養成所設置
法の一部 を 改正する 法律（29) 5 ・ 2
政 令
0所得税法施行令の一部 を 改正する 政令（64) 4 ・ 1
0日本育英会法施行令の一部 を 改正す る 政令
(65) 4 ・ 1
0児童手当法施行令の一部 を 改正す る 政令（1 13 ) 4 ・ 26
0児童扶養手当法地行令及 び特別児童扶養手当
等の支給に関する 法律施行令の一部 を 改正す
る 政令（1 14) 4 ・ 26
0行政機 関職員定員令及 び沖縄の復帰に伴 う 行
政機 関 の職員 の 定員 に関する 法律の適用 の特
別措置に関する 政令の 一部 を 改正す る 政令
(133) 5・ 2
0国立大学の大学院に置 く 研究科 の 名称及 ぴ課
程 を 定め る 政令の一部 を 改正する 政令（134) 5 ・ 2
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0教育公務員特例法施行令の一部 を 改正する 政
令(135) 5 . 2 
0恩給給与規則の一部 を 改正する 政令（157) 5・24
府 令
0恩給法等の 一部 を 改正する 法律の施行に伴 う
恩給年 額の 改定手続に関する 総理府令（総理
4 ・ 30
0恩給給与細則の一部 を 改正する 総理府令（同
30) 5・24
省 令
o国立学校設置法砲行規則 の一部 を 改正す る 省
令（文部 6 ) 4 ・ 2
o国立大学の 学科 及 ぴ課程並 ぴに講座 及 ぴ学科
日に関する 省令の一部 を 改正する 省令（同 7 ) 4 ・ 1
0教育公務員特例法施行令第 1 条 の 規定に基つa
き 大学院に置 か れ る 研究科 の 長 を 定め る 省令
の一部 を 改正する 省令（同 8 ) 4 . 1 
o国立の学校における 授業料その他の費用 に関
す る 省令の一部 を 改正す る 省令（同 9 ) 4 . 1 
0勤労者財 産形成促進法施行規則 の一部 を 改正
する 省令（労働10) 4 ・ 1
0所得税法施行規 則 の 一部 を 改正する 省令（大
蔵13) 4 ・ 1
0文部省設置法施行規則 の一部 を 改正する 省令
（文部10) 4 ・ 18
。国立学校設置法施行規則の一部 を 改正する 省
令（同 1 1) 4 ・ 18
o国立大学の 学科 及 び課程並びに講座 及 ぴ学科
目 に関する 省令等の 一部 を 改正する 省令（同
14) 4 ・ 18
o国立大学の大学附置 の研究所の研究部門に関
す る 省令の一部 を 改正する 省令（同15) 4 ・ 18
0勤労者財 産形成促進法施行規則 の一部 を 改正
する 省令（労働15) 4 ・ 24
0文部省定員 規 則 の一部 を 改正する 省令（文部
17) 5 . 2 
o国立学校設置法施行規則 の一部 を 改正する 省
令（同18) 5 . 2 
0国立大学の学科及 び課程並 ぴに講座 及 ぴ学科
自に関する 省令の一部 を 改正する 省令（同24) 5 ・ 2
規 則
0非常勤職員 の 給与の一部 を 改正する 規則（人
事院 9一1 ) 4 ・ 1
0指定職俸給表 の 適用 を 受け る 職員 の俸給 月 額
の一部 を 改正す る 規則 （同 9 -42) 4 ・ 1
0休職者の給与 の一部 を 改正する 規則（同 9 一
- 2 一
昭和 5 2年 4 月 ・ 5 月 号 学 報 第17 3号
4 . 1 0調撃手当の 一部 を 改正する 規則 （同 9 -49) 4 ・21
0会計検査院法施行規則の一部 を 改正す る 規則 0特地勤務手当等の一部 を 改正す る 規則 （同 9
（会計検査院 2 ) 4 ・ 18 4 • 21 
0俸給の特別調整 額の一部 を 改正する 規則（人 0俸給表の適用範囲の一部 を 改正する 規則 （同
事院 9ー 17) 4 ・ 21 5・ 2
0特殊勤務手当の一部 を 改正す る 規則 （同 9 - 告 示
30) 4 . 21 0文部省共済組合運営規則の 一部 を 改正する 件
0期末手当及 び勤勉手当の一部 を 改正する 規則 （文部62) 4 ・ 12
（同 9 -40) 4 ・ 21
学 内 規 則
富山大学学則の一部改正
富山大学学則 の一部 を 改正す る 学則 を 次の と お り 制定する 。
昭和5 2年 5 月 16日
富山大学長 林 勝次
富山大 学学則の一部を改正する学則
富山大学学則 （昭和25 年 1 月 20日制定 ） の一部 を 次のように改正す る 。
第 4 条 第 1 項 を 次 のよ う に改め る 。
第 4 条 本学に次の学部， 学科及び課程 を 置 く 。
人文学部 人文学科， 語学文学科
教育学部 小学校教員養成課程， 中 学校教員養成課程， 養護学校教員 養成課程， 幼稚園教員 養成課程
経済学部 経済学科， 経営学科
理 学 部 数学科， 物理学科， 化学科， 生物学科， 地球科学科
薬 学 部 薬学科， 製薬化学科
工 学 部 電気工学科， 工業化学科， 金属工学科， 機械工学科， 生 産機械工学科， 化学工学科， 電子工学科
第 14条 を 次の よ う に改め る 。




理 学 部 理学士
薬 学 部 薬学士
工 学 部 工学士
第66条 第 2 項 中 「3, 000円」を 「4, 000円」 に， 「1 5, 000円」 を 「18, 000円」に改める。
第67条第 4 項 中 「3, 000円」 を 「4, 000円J に， 「 5, 000円」 を 「6, 000円」に改め る 。
別 表 第 1 中 文理学部の項 を 次 の よ う に改め，
別表第 1
人 文 学 部
人 文 学 科 語 学 文 学 科
哲 学 国 語
哲 学 史 国 文
日 本 史 学 中 国
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西 洋 史 学 英 文 学
ド イ ツ 語 学
イ ツ 文 学
「体 育 理 論 体 育 史
同表 教育学部の項 中 「休 育 理 論 体 育 史」 を に改め
｛呆 健 体 育 科 教 育j
「 人 事 タ目耳 理 論
同表 経済学部の項中 「経 営 実 務 論j を 経 営 実 務 論 に改め，
社 f'-ミ 法」
同 表 経済学部の項の次に次の一項 を 加え ，
理 学 部
数 学 科 化 学 科
代 数 学及び幾何学 物 理 fじ 学
解 析 学 構 造 fl:; 学













び 有 機 1t 学
天 然 物 化 学
物 理 学 科 生 物 で＂｝＇.： 手ヰ
国 体物理 学 膏会 態 学
量 子 物 理 学 生 理 且寸�
結 晶 物 理 学 細 胞 生 物 学
電 波 物 理 学 環 境 生 物 学
地 球 科 学 科
同表 教養部の項中 「 歴
「 歴 史 学
史 学 」 を
社 �斗' 環 境 論J
に改め る 。
別 表 第 2 を 次のように改め る 。
A寸Lら- 部 学 科 等 入 悼寸墨A． 定 員 総 定 員
文 寸.... ー. 文 学 科 一一一名 2 4 0 名
理 部 理 学 科 名 4 0 0 名
人 学 人 文 学 科 8 0 名 8 0 名
文 部 圭ロ五 学 文 学 科 8 0 名 8 0 名
教 学 校 教 員 養 成 課 程 1 4 0 名 5 6 0 名
育 中 学 校 教 員 養 成 課 手呈 5 0 名 2 0 0 名
学 養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 2 0 名 8 0 名
部 幼 稚 園 教 員 養 成 課 手呈 3 0 名 1 2 0 名
経 寸主主 ゐ- 経 I斉 学 科 1 2 0 名 4 8 0 名
済 膏E 経 営 学 科 1 2 0 名 4 8 0 名
理 数 学 科 4 0 名 4 0 名
物 理 学 科 4 0 名 4 0 名
学 化 品寸Zー． 科 4 0 名 4 0 名
生 物 学 科 3 0 名 3 0 名
部 地 球 科 鼻寸一血． 科 3 0 名 3 0 名
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薬 薬 学 科 一一名 1 1 0 名
学
部 製 薬 化 学 科 一一名 1 0 0 名
電 気 工 A寸4与ー 科 5 0 名 2 0 0 名
工
工 業 化 学 科 4 5 名 1 7 0 名
金 属 工 学 科 4 0 名 1 6 0 名
学 機 械 工 学 科 5 0 名 2 0 0 名
生 産 機 械 工 学 科 4 0 名 1 6 0 名
化 寸...，＿与 工 学 科 4 0 名 1 6 0 名
膏B
電 子 工 学 科 4 0 名 1 6 0 名
メ口入 計 1 ' 1 2 5 名 4 '  3 2 0 名
別表第 3 を 次の よ うに 改め る 。
学 吉E 学 手ヰ 等 教 員 の 免 許 状の 種 類 （ 免 許教 科 ）
小 学 校 教 員 養 成 課 程 小学校教諭 1 級普通免許状
中 学校教諭 1 級普通免許状 （ 国語， 社会， 数学， 理科，
音楽， 美術， 保健体育， 保
健， 家庭， 職業， 職業指導，
中 学 校 教 員 養 成 課 程 英語， 技術 ）
教 育 学 部
高等朝交教諭 2 級普通免許状 （ 国語， 社会， 数学， 理科，
音楽， 美術， 工芸， 書道，
保健体育， 保健， 家庭， E皇
業， 職業指導， 英語）
養 護 学 校 教 員 養 成 課 程 養護 学校教諭 l 級都通免許状
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 幼 稚園教諭 1 級普通免許状
経 済 学部 （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）
薬 学 部 （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）
工 学 部 （ 略 ） （ 略 ） （ 略 ）
附 則
1 この規制は， 昭和52年 5 月 16 日 か ら 施行し， 昭和52年 4 月 1 日 か ら 適用す る 。 た だし， 別表第 l の教育学部，
経済学部及 び教養部 に 係 る 改正 に つ いて は 昭和52年 4 月 18 日 か ら 第 4 条 及 び第 14条 の改正規定， 別 表 第 1 及ぴ
別 表第 2 の人文学部及 び理学部 に 係 る 改正並び に 別 表 第 3 の改正 に つ い て は 昭和52年 5 月 2 日 ：か ら 適用す る 。
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2 国立学校設置法の一部を改正する 法律 （ 昭和52年法律第29号 ） 附則 第 4 項の規定によ り 存続する 文理学部に
つ い て は ， なお， 従前の例に よる ものとする 。
3 昭 和 52年度における入学を許可された専攻生， 研究生 及ぴ聴講生に係 る 入学料の 額は ， 第66条 第2 項及び第
67条 第 4 項の規定に か か ら ら ず， なお， 従前の例によ る 。
4 昭和 52年度の専攻生， 研究生及び聴講生の入学 に 係 る 検定料の 額は ， 第66条 第 2 項及び第67条 第 4 項の規定
にかか わ ら ず， なお ， 従前の例による 。
富山大学施設整備委員会規則の一部改正
富山 大学施設整備委員 会規則の一部を改正する 規則を次の と お り 制定する 。
昭和52年 5 月 16 日
富山大学施設整備委員会規則の一部を改正する規則
富山大学長林 勝次
富山 大学施設整備委員 会規則 （ 昭和45年 2 月 16 日 制定 ） の一部を次のように改正する 。
この規則 中， 「お よび」を 「及びJに， 「また は 」を「又は jに改める 。
第 3 条 第 1 項 第 5 号を第 6 号 と し， 以 下順次 1 項ずつ繰 り 下げ， 第 4 号の次に次の1 号を加 え る 。
(5 ) 保健管理セ ン タ一所長
第 3 条 第 2 項及ぴ第 4 条 中， 「 第 9 号」を 「 第10号」に改める 。
附 則
この規則 は ， 昭和52年 5 月 16 日 か ら 施行す る 。
富山大学人文 学部規則の制定
富山大学人文学部規則 を次の と お り 制定す る 。




第 1条 こ の規則は， 富山 大学学則 第 4 条 第 2 項に 基づ き ， 富山大学人文学部 （ 以下「本学部」 ） と い う。） の
授業科 目 ， 履修， 試験， 卒業及び聴講生等に関す る 事項を定め る 。
（学科）
第 2 条 本学部に次の学科を置 く 。
人文学科
語学文学科
（授業科 目 ， 履修方法 ）
第 3条 授業科 目 は ， 一般教育 科 目 ， 外国語科 目 ， 保健体育科 目 及び専 門教育科 目 と す る 。
2 一般教育科 目 ， 外国語科 目 及ぴ保健体育科 目 の履修方法は， 富山大学教養部規則の定める と ころによ る 。
3 専 門教育科 目 の授業科 目 及びそ の単位数は， 別表の と お り と し， そ の履修方法は， 別 に定める ところによる 。
第 4 条 専門教育課程の履修期 間は 2 年 6 月 と し， こ れを 5 学期に分け， 各学期の期 間 は 15週以上 と する 。
第 5 条 学生は ， 第 3 条 第 2 項に規定す る 授業科 目 のほかに， 専門教育科 目 と して ， そ の所属する 学科ご と に，
次の単位を修得しなけ ればな ら ない。
人文学科 必修科目10単位， 選択必イl妻科 目 6 単位を含め
計7 8単位以上
語学文学科 必修科 目 4 単位， 選択必修科 目 10単位を含め
計78単位以上
第 S 条 各授業科 目 の単位数は，l 単位の履修時 間を教室内 及び教室外を 合わせて45時間 と し，次 の基準によ り 計
算する もの と する 。
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( 1) 講義に つ い て は ， 原則 と し て 教室内 に お け る 1時間の講義 に 対 し て 教室外に お け る 2 時 間 の準備のた めの
学修を必要 と する もの と し ， 毎週 1 時間1 5週の講義をもって 1 単佐 と する 。
(2) 演習及び講読に つ い て は ， 原 則 と し て教 室内 に お け る 2 時間の演 習 又 は 講読に 対 し て 教室外に お け る 1 時
聞の準備のた めの学修を必要 と する もの と し ， 毎週 2 時 間 15週の演 習 又 は 講読をもって 1 単位 と する 。
(3) 実験及ぴ実習の授 業に つ い て は ， 原則 と して学修 は すべ て 実験室又は 実習場等 で行わ れ る もの と し ， 毎週
3 時間 15週の実験又 は 実習をもって 1 単位 と する 。
第 7 条 学生 は， 履修 し よう と す る 授業科 目 に つ い て ， あ ら か じ め所定の履修届を提出 し なけ ればな ら ない。
第 8 条 本学部学生が他学部の授業科 目 を履修 し よ う と する と き は ， あ ら か じ め所定の手続 き に よ り 学部長を経
て当該他学部長の許可を得なけ ればな ら ない。
第 9 条 他学部学生が， 所属学部長を経て 本学部の授業科 目 の履修を願い 出た と き は， 学部長 は これを許可する
こ と が で き る 。
（ 試験， 課程の修了認定）
第10条 授業料自の成績は， 試験 そ の他の成績に よ り 担任教官が判定す る 。
2 試験は， 通常毎 学期末に お い て 実施す る 。
3 追試験及び再試験は ， 原則 と し て 行わない。
第 1 1条 成績判定は， 優， 良， 可， 不可の評語で表 し ， 可以上を合格， 不可を不合格 と す る 。
第12条 課程の修了は ， 教授会の議を経て 学部長が認定する 。
（ 転学部， 転学科， 転入学， 編入学）
第 1 3条 転学部， 転学科， 転 入学及び編入学 （ 以下「転学部等j と いう。） を願い出た 者 に つ い て は ， 選考のう
え 教授会の議を経て， これを許可する こ と がで き る 。
2 転学部及び転学科の選考は， 一般教育課程を終え ， 専 門教育課程移行の時期に これを行う。
3 転 入学及び編 入学に つ い て は， 前項に 準ずる 。
第14条 転学部等を許可 さ れ た 者は， 専 門 教育課程全期間 在学す る こ と を原員lj と する 。
第15条 転学部等を希望する 者は， 出願に 際 し 次の各号に 掲げる 書類を提出 し なけ ればな ら ない 。
( 1） 願書
(2 )  所属学部長の受験承認書又は 在籍する 大学の受験許可書
(3) 所属学部， 在籍す る 大学又は卒業 し た 大学 に お け る 成績調書
(4) 健康診断書
（ 聴講生）
第16条 聴講生 と し て 入学を願い 出た 者 に つ い て は ， 選考 のうえ 教授会の議を経て ， 学部長 はこれを許可す る こ
と カずで き る 。
第 1 7条 聴講生 と し て 入学を希望す る 者 は ， 出願に 際 し 次の各号に 掲げる 書類を提出 し な け ればな ら ない。
( 1) 願書
(2) 健康診断書
(3) 職業を有する 者は， 所属長の承認書
2 聴講期 間 は ， 原則 と し て 一学期 と する 。
第 1 8条 聴講生 は， そ の履修 し だ授業科 目 に つ い て 学部学生 と 同 じ く 試験を受け る こ と がで き る 。
第 1 9条 前条試験の結果に よ り ， そ の授業科 目 の履修証明 書を交付す る こ と がで き る 。
第20条 聴講生のうち， 大学卒業者又は これ と 同等以上の学力があ る と 認めら れ た 者 に 対 し て は ， 試験の結果に
よ り単位を認定す る こ と がで き る 。
第21条 聴講生 と し て 不適当である と 認め ら れ る と き は ， そ の聴講生 と し ての資格を取 り 消すこ と があ る 。
（ 雑則 ）
第22条 この規 則 に 定め る もののほか， 必要な事項は教授会の議を経て 学部長が定め る 。
附 則
この規則 は ， 昭和 5 2年 5 月 16 日 か ら 地行 し ， 昭和 5 2年 5 月 2 日 ：か ら 適用 する 。
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授業科目及び単位数（別表） 人 文 学 科 ※印は再掲授業科目を示す
授 業 科 目 単位数 必 修 選 択 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択
哲 学 概 論 2 2 日 本 史 学 演 習 6 6 
西 洋 哲 学 史 概 説 2 2 東 洋 史 概 説 6 6 
史 学 概 論 2 2 東 洋 史 特 殊 講 義 8 8 
人 文 地 理 学 概 論 2 2 ※ 中 国 史 学 史 2 2 
文 化 人 類 学 概 論 2 2 東 洋 文 化 史 2 2 
日 本 思 想 史 2 朝 鮮 史 2 2 
中 国 思 想 史 2 東 洋 史 史 料 講読 2 2 
東 洋 思 想 史 2 東 洋 史 学 演 習 6 6 
西 洋 思 想 史 2 6 西 洋 史 概 説 6 6 
日 本 史 学 史 2 西 洋 史 特 殊 講 義 8 8 
中 国 史 学 史 2 ※ 西 洋 史 学 史 2 2 
西 洋 史 学 史 2 西 洋 古 典 語 4 4 
※ 哲 A寸＂：： 概 論 2 2 西 洋 史 史 料 講読 4 4 
哲 学 特 殊 講 義 4 4 西 洋 史 学 演 習 6 6 
哲 寸主h日. 演 習 4 4 西 洋 文 化 史 2 2 
哲 学 講 E先 2 2 考 古 学 概 論 4 4 
倫 理 学 4 4 考 古 学 特 殊 講 義 8 8 
美 学 4 4 金 石 文 学 2 2 
刀信士ミ・ 教 学 4 4 地 史 学 2 2 
，し、 理 学 4 4 考 古 学 実 習 6 6 
※西 洋 哲 学 史 概 説 6 6 考 古 学 演 習 4 4 
西洋哲学史特殊講義 4 4 ※ 人 文 地 理 学 概 論 2 2 
西 洋 哲 学 史 演 習 4 4 人文地理学特殊講義 8 8 
西 洋 哲 学 史 講読 2 2 地 理 学 史 4 4 
比 較 思 ホ’u目、 4 4 自 然 地 理 学 4 4 
※ 日 本 思 想 史 2 2 地 図 学 4 4 
※東 洋 思 想、 史 2 2 人 文 地 理 学 実 習 4 4 
※ 西 洋 思 想 史 2 2 人 文 地 理 学 演 習 4 4 
日 本 史 概 説 6 6 ※ 文 化 人 類 学 概 論 2 2 
日 本 史 特 殊 講 義 8 8 先 史 人 類 論 2 2 
日 本 文 化 史 4 4 民 族 去即三位2、• 8 8 
※ 日 本 史 学 史 2 2 民 ｛谷 学 4 4 
古 文 書 学 4 4 文 化 社 会 学 4 4 
日 本 史 史 料 講読 2 2 人 間 生 態 学 4 4 
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授 業 科 目 単位数 必 修 選 択 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択
文 化 人 類 学 演 習 6 6 ア ジ ア 事 情 4 4 
言 語 学 概 論 6 6 ア ジ ア 地 誌 4 4 
言 語 学 特 殊 講 義 12 12 西 洋 文 化 論 2 2 
音 声 学 4 4 西 洋 文化特殊講義 4 4 
文 献 学 4 4 西 洋文化論演 習 4 4 
言 語 学 演 習 6 6 欧 米 地 雪w土u、 4 4 
日 本 文 化 論 2 2 欧 米 事 情 4 4 
日 本 文化特殊講義 4 4 美 術 史 2 2 
日 本 文 化論演 習 4 4 科 学 思 想 史 2 2 
伝 統 文 化論演 習 4 4 比較思想 概 論 4 4 
日 本 芸 能 史 2 2 比較思想特殊講義 4 4 
東 洋 文 化 論 2 2 比較思 想 演 習 8 8 
東 洋 文化特殊講義 4 4 比較思想、講 読 4 4 
東 洋 文 化論演 習 4 4 卒 業 論 文 10 10 
備考 他学部の専門教育科 目 の うちから選 択履修 し た も の も 自 由選 択科 目 と し て ， 卒業に 必要な単位数に数える
こ と カず で き る 。
語 学 文 学 科
※は再掲授業科 目 を 示す
授 業 科 自 単位数 必、 修 選 択 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択
※言 語 学 概 論 2 2 国 文 法 2 2 
文 寸A以．ー 概 論 2 2 国 圭ロ五ロ 史 2 2 
国 文 出寸＇.： 史 2 国 語 学 特 殊 講 義 8 8 
朝 鮮 文 学 史 2 国 語 学 講 読 4 4 
中 国 文 学 史 2 国 語 学 演 習 6 6 
英 文 学 史 2 6 国 文 学 概 論 2 2 
ア メリ カ 文 学 史 2 ※ 国 文 ふ-f:. 史 6 6 
ド イ ツ 文 学 史 2 ※ 国 文 学 講 読 2 2 
ロ シ ア 文 学 史 2 国 文 学 特 殊 講 義 8 8 
国 文 学 講 読 2 国 文 学 演 習 6 6 
朝 鮮 文 学 講 読 2 朝 鮮 語 文 法 4 4 
中 国 文 学 講 読 2 朝 鮮 三関五口 史 4 4 
英 文 学 講 読 2 4 朝 鮮 語 作 文 2 2 
ア メリカ 文 学 講読 2 朝 鮮 語 会 話 2 2 
ド イ ツ 文 学 講読 2 朝 鮮 語 学 特 殊講義 6 6 
ロシ ア 文 学 講読 2 朝 鮮 語 学 講 読 2 2 
国 語 学 概 論 2 2 朝 鮮 語 学 演 習 4 4 
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授 業 科 目 単位数 必 ｛｜事 選 択 授 業 科 目 単位数 必 修 選 択
※ 朝 鮮 文 学 史 4 4 アメリカ文学特殊講義 8 8 
※ 朝 鮮 文 学 講 読 2 2 ア メリカ 文学 演 習 4 4 
朝 鮮 文 学 特殊講義 6 6 ア メ リ カ 事 情 4 4 
朝 鮮 文 学 演 習 4 4 ド イ ツ 文 法 4 4 
朝 鮮 思 想 史 4 4 ド イ ツ 語 史 2 2 
中 国 語 文 法 4 4 ド イ ツ 語 作 文 4 4 
中 国 圭回五口 史 4 4 ド イ ツ 語 会 話 8 8 
中 国 語 作 文 2 2 ドイ ツ 語学特殊講義 8 8 
中 国 語 会 話 2 2 ド イ ツ 語 学 演 習 4 4 
中 国 語 学 特殊講義 6 6 ※ド イ ツ 文 学 史 6 6 
中 国 語 学 講 読 2 2 ※ ド イ ツ 文 学 講 読 8 8 
中 国 語 学 演 習 4 4 ドイ ツ 文学特殊講義 10 10 
※ 中 国 文 学 史 4 4 ド イ ツ 文 学 演 習 4 4 
※ 中 国 文 学 講 読 2 2 ド イ ツ 事 情 4 4 
中 国 文 学 特殊講義 6 6 ロ シ ア 文 法 4 4 
中 国 文 学 演 習 4 4 ロ シ ア 語 史 2 2 
中 国 思 想 史 4 4 ロ シ ア 語 作 文 4 4 
英 文 法 4 4 ロ シ ア 語 会 話 6 6 
英 圭ロ五 史 2 2 ロシア 語学特殊講義 10 10 
英 作 文 4 4 ロシ ア 語 学 演 習 4 4 
英 �ス>. 話 4 4 ※ ロ シ ア 文 学 史 6 6 
英 語 学 特 殊 講義 8 8 ※ ロシ ア 文 学 講 読 8 8 
英 語 学 講 読 4 4 ロシア 文学特殊講義 10 10 
英 語 学 演 習 2 2 ロシ ア 文 学 演 習 4 4 
※英 文 学 史 2 2 ロ シ ア 事 情 4 4 
※ 英 文 学 講 読 6 6 比 較 文 学 概 論 2 2 
英 文 学 特 殊 講義 8 8 比較文 学 特殊講義 4 4 
英 文 学 演 習 4 4 比 較 文 学 演 習 4 4 
イ ギリ ス 事 情 4 4 フ ラ ン ス 文 学 史 2 2 
※ ア メ リ カ 文 学 史 2 2 フ ラ ン ス 文 学 講読 2 2 
※ ア メリカ 文 学 講 読 6 6 卒 業 論 文 10 10 
備考 他学部の専門教育科 目 のうちから選 択履修 し た も の も 自 由選 択科 目 と して ， 卒業に 必要 な単位数に 数える
こ と がで き る 。
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富山大学理学部規則の制定
富 山 大学理学部規則 を次の と お り制定す る 。
昭和52年 5 月 16 日
富 山 大学長 林 勝次
富山大 学 理 学 部 規 則
（ 趣旨 ）
第 1 条 この規則は， 富 山 大学学則 第 4 条 第 2 項 に 基づ き ， 富 山 大学理学部 （ 以下 「本学部」 と いう。 ）の授業
科 目 ， 履修， 試験， 卒業及 び聴議生等 に 関す る 事項 を 定め る 。
（ 学科）






（ 授業科 目 ， 履修方法）
第 3 条 授業科 目 は， 一般教育科 目 ， 外国語科 目 ， 保健体育科 目 及 び専 門教育科 目 と す る 。
2 一般教育科 目 ， 外国語科 目 及び保健体育科 目 の履修方法は， 富 山 大学教養部規則の定め る と こ ろ に よ る 。
3 専門教育科 目 の授 業料 目 ， 単位数及 び履修方法は， 別表の と おりとす る 。
第 4 条 専 門教育課程の履修期間は 2 年 6 月 と し ， これ を 5 学期 に 分け る 。
第 5 条 学生は， 第 3 条第 2 項に 規定す る 授業科 目 のほか に ， 専 門教育科 目 と し て ， 別表の定め る と ころ に よ り
78単位以上 を修得 し な け れば な ら な い。
第 6 条 各授業科固め単位数は， 1 単位の履修時間 を 教室内及 び教室外 を 合わせて45時間 と し ， 次の基準により
計算す る も の と す る 。
(1 )  講義に ついて は， 原 則 と し て教室内 に おける 1 時間の講義に 対 し て 教室外に お け る 2 時間の 準備の た め の
学修 を 必要 と す る も の と し ， 毎週 1 時間15週の講義 を も っ て 1 単位 と す る 。
(2) 演習及 ぴ講読 に つい て は， 原則 と し て 教室内 に お け る 2 時間の 演 習 又は講読に 対 し て 教室外に お け る 1 時
聞の準備 の た め の学修 を 必要 と す る も の と し ， 毎週 2 時間15週の演習又は講読 を も って l単位 と す る 。
(3) 実験及 び実習等 の授業に つい て は， 原 則 と し て 学修はすべて実験室又は実習場等で行わ れ る も の と し ， 毎
週 3 時間15週の実験又は実習 を も っ て 1 単位 と す る 。
第7条 学生は， 履修 し よ う と す る 授 業科 目 に つ い て ， あ らか じ め 所定の履修届 を 提出 し な け ればならな い。
第 8 条 本学部学生が他学部の授業科 目 を 履修 し よ う と す る と き は， あ らかじめ所定の手続 き に よ り学部長 を 経
て当該他学部長 の許可 を 得なけれ ば な らな い 。
第g条 他学部の学生が所属学部長 を 経て本学部の授業科 目 の履修 を 願い出た と き は， 学部長はこれ を 許可す る
こ と がでL き る 。
（ 試験， 課程の修了認定 ）
第 1 0条 所定の授業科 目 を 履修 し ， 試験 に 合格 し た 者 に は， 単位を 認定す る 。
2 試験は， 原則 と し て 学期末に行う。
3 病気， 忌引そ の他やむ を 得な い事由 に よ り正規の試験 を 受験 で き な か っ た 者は， 試験終了後 7 日 以 内 に 所定
の願書に そ の事由 を 詳細に 記入 し ， 証明書類 を 添えて 追試験の許可 を 願い 出 る こ と が で き る 。
第1 1 条 成績判 定は， 優， 良 ， 可， 不可 の評語で表 し ， 可以上 を 合格， 不可 を 不合格 と す る 。
第 1 2条 課程の終了は， 教授会の議を経 て学部長が認定す る 。
（ 転学部， 転学科， 転入学， 編 入学 ）
第 1 3条 転学部， 転学科， 転入学及び編 入学 （ 以下 「 転学部等J と い う。 ） を 願い出た 者 に つ い て は， 定員 に 余
裕があ る 場合に 限り， 選考のうえ， 教授会の議 を 経て ， これ を 許可す る こ と がで き る 。
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2 転学部 等 を 許可する 時期は， 原則 と し て 後学期の始め と する 。
第14粂 転学部 等 を 許可された者は， 専 門 教育課程全期間在学する こ と を 原 則 と する 。
第15粂 転学部等 を 希望す る 者は， 出願に際 し 次の各号に掲げ る 書 類 を 提 出 し なければならない。
(1）願書
(2) 所属学部長の受験承認書又は在籍する 大学の受験許可書
(3) 所属学部， 在籍する 大学又は卒業 し た 大学におけ る 成績調書
(4）健康診断書
（聴講生）
第16条 聴講生 と し て 入学 を 願い出た者につい て は， 選考のうえ教授会の議 を 経て ， 学部長は こ れ を 許可する こ
とがで き る 。
第17条 聴講生 と し て 入学 を 希望する 者は， 出願に際 し 次の各号に掲げる 書類 を提出 し なければならない 。
(1) 願書
(2) 健康診断書
(3）職業 を 有する 者は， 所屍長の承認書
2 聴講期間は， 原則 と し て 一学期 とす る 。
第18条 聴講生は， そ の履修 し た授業科 目 につい て 学部学生 と同 じ く 試験 を 受ける こ とが で き る。
第19条 前条試験の結果に よ り， そ の授業科目の履修証明 書 を 交付する こ とがで き る 。
第20条 聴講生のうち， 大学卒業者又はこ れ と同等以上の学力が あ ると認められ た 者に対 し て は， 試験の結果に
よ り単位を 認定する こ とが で き る 。
第21 条 聴講生 と し て 不適当であ る と認められ た と き は， 聴講生 と し て の 資格 を 取消すこ とがあ る 。
（研究生）
第22条 研究生につい て は， 第 16条， 第 17条第 1 項及 び第21条の規定 を 準用する 。
（雑則）
節目条 こ の規則に定め る も の のほか， 必要な事項は教授会の議 を 経 て 学部長が定め る 。
附 則
こ の規則は， 昭和52年 5 月 16日から施行 し ， 昭和52年 5 月 2 日 から適用す る 。
（別表） 授業科目及び単位数
数 学 科
専 攻 科 目 単 位 数 関 連 選 択 科 目 単位数 自 由 選 択 科 目必修 選 択
線 形 代 数 学 4 カ 学 4 他学科及 び他学部の専 門 教育
代 数 学 4 カ 且寸－＇： 演 習 2 科 目 のうちから選 択す る も の
代 数 学 i寅 習 2 電 磁 気 学 4 と する 。
幾 何 学 4 電 磁 気 学 演 習 2 た だ し ， 専攻科 目 の選 択科 目
幾 何 学 演 智 2 光 会寸＂.＇.. 1 のうちから も 選 択する こ と が
整 数 論 2 光 品寸a日－ 特 論 1 で き る 。
位 相 幾 作I 寸且ゐー 2 熱 力 学 統 計 力 学 4 
代 数 学 特 論 4 熱力 学 統 計 力 学 演 習 1 
幾 何 学 特 論 4 量 子 カ 学 6 
解 析 Aナd与 4 量 子 カ 学 演 習 2 
解 析 す主h"ー 演 習 2 物 理 数 す＂＂－与 4 
関 数 論 4 物 理 数 学 演 習 2 
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関 数 言.�n胃 演 習 2 国 体 論 I · II 4 
位 相 数 学 4 相 対 三a子i岡'- 2 
位 相 数 学 演 習 2 電 i皮 物 理 学 2 
解 キ斤 学 特 一面岡 4 原 子 物 理 学 序 説 2 
実 関 数 論 4 物 性 号；／岡'- 序 �.， 2 関＇＂
実 関 数 ヨ面l 岡>. 演 習 2 I也 球 物 理 学 2 
数 理 統 計 学 4 
確 率 E命 4 専攻科 目 の選 択 科 目 のうち か
iRIJ 量 学 2 か ら も 選 択す る こ と ができ る 。
数 理 統 計 学 特 論 4 
/it、 用 解 析 学 4 
応 用 解 析 学 演 習 2 
関 数 方 手呈 式 論 4 
応 用 解 析 学 特 論 4 
数 ｛直 解 析 品寸副む’ 4 
電 子 計 算 機 ソ フトウ ェ ア 4 
電子計算機ソフトウェア 演 習 2 
電 子 計 算 機 実 習 2 
数 学 講 究 12 
計 40 68 計 47 10 
卒業に 必要な単位数
専攻必修 40単位 （ 数学講究12単位含む ），専攻選択22単位， 関連選 択6 単位 ， 自由選択10単位 ， 合計78単位
物 理 学 科
専 攻 科 目 陣位数 関 連 選 択 科 目 単位数 自 由 選 択 科 目必 修 選 択
熱 力 学 統 計 力 学 4 線 型 代 数 学 4 他学科及 び他学部の専 門教育
熱力 学 統 計 カ学 演 習 1 応 用 解 析 学 4 科 目 の う ち か ら 選 択する も の
国 体 論 I 4 応 用 解 析 学 演 習 2 と す る 。
低 i孟 物 理 学 2 数 ｛直 解 析 学 4 た だし， 専攻科 目 の選 択科 目
磁 ’性 2 電 子 計 算 機 ソ フ ト ウ ェ ア 4 の う ち か ら も 選 択す る こ と が
塑 ’性 1 電子計算機ソフトウェア 演 習 2 で き る 。
半 導 体 1 化 学 実 験 1 
物 ’性 E命 序 説 2 基 礎 物 理 イ包 学 2 
量 子 カ 学 6 基 礎 有 機 イ七 学 2 
量 子 力 学 演 習 2 分 析 化 学 2 
物 理 数 学 4 構 1、a旦0 化 学 2 
物 理 数 学 演 習 2 無 機 化 学 2 
量 子 カ 学 特 論 2 生 物 学 実 験 1 
相 対 論 2 基 礎 青3 態 主寸＂＂： 2 
核 物 理 学 I 2 基 礎 生 理 会寸Lι- 2 
核 物 理 学 II 2 細 胞 生 物 学 1 
力 学 4 資 i原 生 物 学 1 
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力 学 j寅 習 2 �、a、、 害 科 学 1 
物 理 実 験 A寸hιー 2 環 境 生 物 学 1 
連 続 体 の カ 学 2 地 球 物 理 学 通 論 2 
粒 子 線 回 折 2 I也 球 物 理 学 2 
固 体 言命 II 2 地 質 鉱 物 学 2 
原 子 物 理 学 序 説 2 雪 タk 物 理 店寸主ゐ- 2 
電 磁 気 学 4 地 質 鉱 物 学 実 験 1 
電 磁 気 学 j寅 習 2 
電 波 物 理 学 4 
電 子 工 学 概 吾；；＇冊� 2 
磁 気 共 鳴 1 
電 波 天 文 学 1 
光 学 1 
光 学 特 論 1 
物 理 学 実 験 6 
物 理 学 基 礎 実 験 1 
卒 業 論 文 12 
計 52 38 計 49 6 
卒業に 必要な 単位数
専攻必修52単位 （卒業論文12単位含む）， 専攻選択10単位 ， 関連選択10単位 ， 自 由選択 6 単位， 合計7 8単位
化 学 科
専 攻 科 目 単 位 数 関 連 選 択 科 目 単位数 自 由 選 択 科 目必修 選 択
イ七 学 平 衡 論 2 応 用 解 析 寸.... ー－ 4 他学科及ひ他学部の専 門教育
化 学 反 応、 論 2 応 用 解 析 学 演 習 1 科 目 の う ち か ら 選択す る もの
物 理 化 学 実 験 3 物 理 学 基 礎 実 験 1 と す る 。
物 理 イじ 学 特 論 4 原 子 物 理 学 序 説 2 た だ し ， 専攻科 目 の選択科 目
ft 戸寸M ．ー 工 鼻寸息．ー 2 物 性 論 序 説 2 の う ち か ら も選択す る ことが
基 礎 物 理 化 学 2 物 理 実 験 学 2 でき る 。
構 造 化 学 2 相 対 論 2 
化 学 結 i口:... 論 2 半 導 体 1 
構 造 化 学 実 験 3 生 物 学 実 験 1 
構 1、昌且三 ｛じ 学 特 論 4 基 礎 形 態、 学 2 
分 析 化 且寸dー' 2 基 礎 生 理 学 2 
無 機 イじ 学 2 細 胞 生 物 学 1 
分 析 fじ 学 実 験 3 資 i原 生 物 学 1 
分 析 fじ 学 特 論 4 �、」 、 害 科 寸品ゐ- 1 
無 機 ｛じ 学 特 論 4 環 境 生 物 学 1 
化 学 実 験 1 地 質 鉱 物 学 実 験 1 
』旨 肪 族 化 学 2 地 球 物 理 学 通 論 2 
芳 香 族 化 学 2 I也 質 鉱 物 学 2 
有 機 化 学 実 験 3 陸 水 学 （ 地球科学科） 2 
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有 機 化 学 特 a命 4 
高 分 子 イじ 学 2 
基 礎 有 機 イじ 学 2 
天 然 物 化 学 2 
複 素 環 化 学 2 
天 然 物 化 学 実 験 3 
天 然 物 化 学 特 論 4 
生 物 学 2 
化 学 演 習 1 
卒 業 論 文 12 
計 48 35 計 31 4 
卒業に 必要な単位数
専攻必修48単位 （卒業論文12単位含む ） ， 専攻選択14単位， 関連選択12単位， 自由選択 4 単位， 合計78単位
生 物 学 科
専 攻 科 目 単 位 数 関 連 選 択 科 目 単位数 自 由 選 択 科 目必 修 選 択
動 物 売3 態 学 1 応 用 解 キ斤 点寸主 ゐ- 4 他学科及び他学部の専門教育
形 態 寸且dー' 実 験 3 応 用 解 析 学 演 習 1 科 目 の う ちか ら 選択す る も の
植 物 形 態 学 1 物 ’性 論 序 説 2 と す る 。
系 統 学 3 原 子 物 理 学 序 説 2 た だし， 専攻科 目 の選択科 目
系 統 寸，，，，＿与 実 験 2 物 理 実 験 学 2 の う ちか ら も 選択す る こ と が
臨 海 実 験 2 物 理 学 基 礎 実 験 1 で き あ。
応 用 生 物 寸＂＂みー 1 基 礎 物 理 化 主寸主 ゐ- 2 
青3 態 学 特 論 2 分 キ斤 化 学 2 
系 統 学 特 論 2 無 機 化 学 2 
実 験 形 態 づ＂＂' 1 基 礎 有 機 化 学 2 
実 験 形 態 学 実 験 1 天 然 物 化 ふ寸� 2 
基 礎 形 態 学 2 化 学 実 験 1 
生 物 学 実 験 1 地 球 物 理 学 通 論 2 
動 物 生 理 学 3 1也 質 鉱 物 学 2 
植 物 生 理 学 3 陸 水 学 （ 地球科学科） 2 
生 理 学 実 験 4 地 質 鉱 物 学 実 験 1 
生 物 化 学 2 
生 体 高 分 子 学 2 
動 物 生 理 学 特 論 1 
植 物 生 理 学 特 論 1 
基 礎 生 理 学 2 
細 胞 寸＂＂.ー 2 
細 胞 学 実 験 2 
遺 伝 学 2 
遺 イ云 寸＂＂�与 実 験 2 
発 生 学 2 
発 生 学 実 験 1 
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細 胞 組 織 分 化 学 1 
細胞 組 織 分化 学 実 験 1 
微 生 物 学 1 
細 日包 学 特 論 1 
細 胞 生 物 学 1 
資 i原 生 物 学 1 
生 態 学 2 
生 態 学 実 験 2 
A’I 品 害 科 学 1 
陸 水 学 2 
陸 水 学 実 験 2 
放 射 線 生 物 学 1 
丹－＇－＇、 三口;;: 科 学 実 験 1 
放射 線 生 物 学 実 験 1 
海 i羊 生 物 井寸比ー 1 
高 山 生 物 学 1 
環 境 生 物 学 1 
気 象 調 節 寸＂＂： 1 
卒 業 圭岡A町U 文 12 
計 54 3 1  言十 30 6 
卒業に 必要 な単位数
専攻必修54単位 （ 卒業論文 12単位含む），専攻選択 10単位， 関連選択 8 単位， 自由選択 6 単位， 合計7 8単位
地 球 手ヰ 学 科
専 攻 科 目 単 位 数 関 連 選 択 科 目 単位数 自 由 選 択 科 目必 修 選 択
t也 殻 構 1‘盛旦' 論 2 線 形 代 数 学 2 他学科及び他学部の専門教育
t也 球 物 理 学 2 数 値 解 キ斤 学 4 科 目 の う ち か ら 選択す る も の
鉱 物 岩 石 学 2 物 理 学 基 礎 実 験 1 とす る 。
岩 石 成 因 論 2 原 子 物 理 学 序 説 2 た だし， 専攻科 目 の選択科 目
地 震 学 2 物 ’性 論 序 説 2 のうち か ら も 選択す る こ と が
物 理 探 査 法 1 物 理 実 験 学 2 で き る 。
地 下 資 I原 1 化 学 実 験 1 
地 球 物 理 学 実 験 2 基 礎 物 理 イ七 学 2 
地 理 物 理 学 通 論 2 基 礎 有 機 化 t子主，＿ 2 
地 留J>;:<.も 進 化 学 2 与苦 キ斤 化 学 2 
地 青手 学 2 無 機 ｛じ 学 2 
構 造 地 質 学 2 生 物 A寸＂－忌 実 験 1 
第 四 紀 学 2 基 礎 形 態 学 2 
古 生 物 学 2 基 礎 生 物 学 2 
堆 干責 学 2 細 胞 生 物 学 1 
調1] 量 学 2 資 I原 生 物 学 1 
地 殻 進 化 学 実 験 2 環 境 生 物 学 1 
地 青3 地 質 調 査 2 ふr、s、 宣国王 平ヰ 学 1 
CU 
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地 質 鉱 物 学 実 験
地 質 鉱 物 学 2 
陸 水 学 2 
水 閤 物 質 代 謝 2 
陸 水 fじ 学 2 
水 理 I也 質 学 2 
海 洋 学 2 
水 質 学 2 
水 質 分 析 実 験 2 
雪 71< 物 理 学 2 
雪τJ'. 物 理 学 2 
x 線 結 品 学 2 
防 雪 工 学
流 動 学 2 
雪 71< 学 実 験 2 
論 文 講 言売 2 
卒 業 論 文 12 
計 46 30 言十 31 I 7 
卒業に 必要な単位数
専攻必修46単位 （ 卒業論文12単位含む ）， 専攻選択15単位， 関連選択10単位， 自 由選択 7 単位 ， 合計 78単位
富山大学教養部規則の一部改正
富 山 大学教養部規則 の一部 を 改正す る 規則 を 次の と お り 制定す る 。
昭和52年 4 月 12 日
富 山 大学長 林 勝次
富山大学教養部規則の一部を改正する規則
富 山 大学教養部規則 （ 昭和42年 4 月 1 日 制定 ） の一部 を 次の よ う に 改正す る 。
こ の規則 中 「行 な う 」 を 「行うJ に ， 「お よ びj を 「及 びj に， 「 ま た は J を 「 又 は J に ， 「 お く j を 「置 く J
に 改め る 。
第 5 条 第 2 項 を 次の よ う に改め る 。
(2) 外国語科 目 に つ い て は ． 英語， ド イ ツ 語． フ ラ ン ス 語の う ち ， 2 ヵ 国語各 8 単位， 計16単位 を 原則 と す る 。
た だ し ， 英語， ド イ ツ 語， フ ラ ン ス 語の う ち ー の 外国語に つ い て は ， 2 単位 を 中 国語若 し く は ロ シ ア 語の単
位で代 え る こ と がで き る 。
別 表 中
英 呈ロ五ロ 8 英 量日五ロ 8 
ド イ ツ 語 8 ド イ ツ 語 8 
外 国 語 科 目 フ ラ ン ス 語 2 を 外 国 語 科 目 フ ラ ン ス 語 8 
中 国 呈関五口 2 中 国 語 2 
ロ シ ア 語 2 ロ シ ア 語 2 
に 改め る 。
附
則
こ の規則 は ， 昭和52年 4 月 12 日 か ら 施行 し ， 昭和52年 4 月 1 日 か ら 適用 す る 。
弓’唱EA
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富山大学人文 学部教授会規則の制定
富 山 大学 人 文学部教授会規則 を 次の とお り 制定す る 。
昭和52年 5 月 16 日
富 山 大学長 林 勝次
富山大学人文学部教授会規則
（ 設 置 ）
第 1 条 富 山 大学学則 第47条 に 基づき ， 本学部 に 教授会 を 置 く 。
（ 権 限）
第 2 条 教授会は， 次の事項 を 審議す る 。
( 1) 学科， 講座並ぴに教育 及 び研究に 関す る 施設の設置廃 止 に 関す る 事項
(2) 学科 目 の種類 及 ぴ編成 に 関す る 事項
(3) 学生の 入学 及 び卒業の認定 に 関す る 事項
(4) 学生 の成績 に 関す る 事項
(5) 学生 団体， 学生活動及 び学生生活に 関す る 事項
(6) 学生 の懲戒に 関す る 事項
(7) 教育 公務員特例 法 そ の 他の法令の規定に よ り そ の権限に 属せしめ ら れた 事項
(8) そ の他本学部の教育研究及び運営 に 関す る 事項
（ 構 成 ）
第 3 条 教授会は， 次の職員 で組織す る 。
(1 ） 学 部 長
(2） 教 授
(3） 助 教 授
(4） 講 師 （ 常 勤 ）
た だし， 第 2 条 第 7 号の事項のうち， 教官 人事及 ぴ名 誉教授 の 内 申 に 関して は， 学部長， 教授 を も っ て 構
成す る 会議に お い て 審議す る 。
第 4 条 学部長 は， 必要に 応 じ 構成 員 以 外の職員 を 教授会に 出席 さ せ る こ とが で き る 。
（ 議 事）
第 5 条 教授会は， 学部長 がこ れ を 招集し議長 とな る 。
2 学部長 に 事故 あ る と き は， 学部長 の指名 す る 教授が こ れ に 代 わ る 。
第 S 条 教授会は， 定例会及 び臨時会 とす る 。
2 臨時会は． 学部長 に お い て 必要 と認め た と き ， 又 は 構成員総数の 5分の l 以上の構成 員 か ら 付議すべ き 事項
を示して請求のあ っ た と き こ れ を 聞 く 。
第 7 条 教授会は， 構成員 の 3分の 2 以上が出席しな け れ ば議事 を 聞 き 議決す る こ とがで き な い 。 た だし， 緊急
の 必要あ る 場合は構成員 の 2 分の l 以kの出 席 を も っ て 議事 を 聞 き 議決す る こ とが で き る 。
2 議事は ， 出席者の過半数 を も っ て 決す る 。 た だし， 前項た だし書の場合に お い て は ， 出 席者の 3分の 2 以上
を も っ て 決す る 。
3 可 否 同数の と き は， 議長 の決す る と こ ろ に よ る 。
第 8 条 教官の 人事及 び名 誉教授の 内 申 に 関して 審議す る 会議は， 構成員 の 3分の 2 以上が 出 席 し な け れば議事
を 聞 き 議決す る こ とが で き な い 。
議事は， 出 席 者 の 3分の 2 以上 を も っ て 決す る 。
第 9 条 教授会 に 幹事 1 名 を お く 。
2 幹事は ， 事務長 を も っ て こ れに あ て 議長の指示に よ り 庶務 を 処理す る 。
附
則
こ の規 則 は ， 昭和52年 5 月 16 日 か ら 施行し， 昭和52年 5 月 2 日 か ら 適 用 す る 。
。口、，A
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富山大学理学部教授会規則の制定
富 山 大学理学部教授会規則 を 次の と お り 制定す る 。
昭和52年 5 月 16 日
富山大学理学部教授会規則
（ 設 置 ）
第 1 条 富 山 大学学則 第47条 に 基づ き ， 本学部に教授会 を 置 く 。
（ 権 限 ）
第 2 条 教授会は， 次の事項 を 審議す る 。
(1)  学科， 講座並 び に 教育 及 び研究に 関す る 施設の 設置廃止 に 関す る 事項
(2) 学科 目 の種類 及 ぴ編成に 関す る 事項
(3) 学生の 入学及 ぴ卒業の認定に 関す る 事項
(4) 学生の成績 に 関す る 事項
(5) 学生団体， 学生活動及 び学生生 活 に 関す る 事項
(6) 学生の 懲戒に 関す る 事項
(7) 教育公務員特例 法 そ の他の法令の規定に よ り そ の権限に属せ し め ら れ た 事項
(8) そ の他本学部の教育研究及 び、運営に 関す る 事項
（ 構 成 ）
第 3 条 教授会は， 次の職員 で組織す る 。
( 1 ） 学 部 長
(2） 教 授
(3） 助 教 授
(4） 講 師 （ 常 勤 ）
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富 山 大学長 林 勝 次
た だ し ， 第 2 条 第 7 号の事項の う ち ， 教官人事及 び名 誉教授の 内 申 に 関 し て は ， 学部長， 教授 を も っ て構
成す る 会議に お い て 審議す る 。
第 4 条 学部長 は ， 必要に 応 じ 構成 員 以外の職員 を教授会に 出席 さ せ る こ と が で き る 。
（ 議 事）
第 5 条 教授会は， 学部長が こ れ を 招 集 し 議長 と な る 。
2 学部長 に 事故 あ る と き は ， 学部長 の指名 す る 教授 が こ れ に 代 わ る 。
第 8 条 教授会は， 定例会及び臨時会 と す る 。
2 臨時会 は ， 学部長 に お い て 必要 と 認め た と き ， 又 は 構成員総数の 5 分の 1 以上の構成員 か ら 付議すべ き 事項
を 示 し て 請求の あ っ た と き こ れ を 聞 く 。
第 7 条 教授会は， 構成員 の 3 分の 2 以上が出席 し な け れば議事 を 聞 き 議決す る こ と がで き な い 。 た だ し ， 緊急
の必要あ る 場合 は 構成員 の 2 分の l 以上の 出席 を も っ て 議事 を 聞 き 議決す る こ と がで き る 。
2 議事は ， 出席者の過半数 を も っ て 決す る 。 た だ し ， 前項た だ し 書の場合に お い て は ， 出席者の 3 分の 2 以上
を も っ て 決す る 。
3 可否同数の と き は， 議長 の決す る と こ ろ に よ る 。
第 8 条 教官の 人事及 び名 誉教授 の 内 申 に 関 し て 審議す る 会議 は ， 構成員 の 3 分の 2 以上が出席 し な け れば‘議事
を 開 き 議決す る こ と がで き な い 。
議事は ， 出席者の 3 分の 2 以上 を も っ て 決す る 。
第 9 条 教授会 に 幹事 1 名 を お く 。
2 幹事は， 事務長 を も っ て こ れ に あ て 議長の指示に よ り 庶務 を 処理す る 。
附 則
こ の規 則 は ， 昭和52年 5 月 16 日 か ら 施行 し ， 昭和52年 5 月 2 日 か ら 適用 す る 。
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評議員 を 兼ね る こ と に つ い て
〈審組事項〉
(1) 富 山 大学学則 の一部改正 に つ い て
昭和52年度 第 1 園野自民会 （ 4 月 12 日 ） (2) 富 山大学人文学部規則 の 制定 に つ い て
〈報告 事項〉
(3) 富 山 大学理学部規則 の制定に つ い て
(1) 学生の懲戒処分 （解除 ） に つ い て (4) 富 山 大学 人文学部教授会規則 の制定に つ い て
く審級事項コ
(5) 富 山大学理学部教授会規則 の 制 定 に つ い て
(1) 昭和52年度追加合格者の 判定に つ い て (6) 富 山 大学施設整備委員会規則 の一部改正 に つ い て
(2) 富 山大学教養部規則 の一部改正 に つ い て (7） 助 手 の学長候補者選挙資格 に つ い て
(3) 富 山大学名誉教授称号授 与 に つ い て
(4) 次期学生部長候補者の選考 に つ い て 昭和52年度第 3 固辞揖会 （ 5 月 24 日 ）
(5) 次期学長候補者選考 等 に つ い て く報告事項〉
(6) 助 手の学長候補者選考資格 に つ い て (1) 昭和53年度国立学校特別会計予算 の概算要求 に つ い
て
昭和52年度第 2 固野積会 （ 5 月 16 日 ） 〈審鴎事項 〉
ζ報告事項〉
(1) 次期学長候補者 に つ い て





異区動分 発令年 月 日 氏 名 発令前の所属官職 異 動 内 勾合ヤ 発 令 者
52 . 4 . 1 寺 j章 典 子 講師 （ 文理学部） 富 山 大学長
II 山 崎 高 哉 助 教授 （ 教育学部） 文 部 大 臣
’1 樋 口 哲 II II II 
II 浅 沼 照 雄 講 師 （ II 富 山 大学長
II 三 浦 鏡 子 II II 
II 辰 巳 昭 典 II II 
II 清 水 建 次 II II 
II 武 井 勲 II （ 経済学部 ） II 
採用
II 小 郷 直 言 助 手 （ II II 
II 伊 里 松 俊 講師 （ 教養部） II 
II 島 田 和 夫 助教授 （ 経営短期大学部 ） 文 部 大 臣
II 奥 井 貞 夫 教 諭 （ 教育学部附属小学校 ） 富 山大学長
II 北 岡 勝 II II 
II 河 井 道 子 養護教 諭 （ 教育学部附属 中学校 ） II 
II 佐 藤 日 出信 教 諭 （ 教育学部附属養護学校 ） II 
II 酒 井 義 久 II II 
II 佐 藤 鉄 朗 II II 
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52 . 4 . I 山 崎 政 喜 教諭（ 教育学部附属養護学校 ） 富 山大学長
II 池 上 美和子 II II 
II 能 登 佳 子 II II 
II 志 波 和 子 教育学部附属幼稚園教頭 文 部 大 臣
II 塚 元 純 子 技術補佐員 （ 経理部主計課 ） 富 山 大学長
II 国 分 み よ り 事務補佐員 （ 施設課 ） II 
II 小 林 司 文部事務官（教育学部 ） If 
II 大聖寺 一 孝 II （ 経済学部 ） II 
If 藤 田 洋 子 事務補佐員 （ 薬学部 ） II 
採用
II 砂子 田 仙 吉 臨時用務員 （ 和 漢薬研究所） II 
II 中 村 ゆ き え 事務補佐員 （ 附属図書館 ） II 
52 . 4 . 1 1  藤 井 政 雄 技能補佐員 （施設課機械操作手 ） II 
II 金 場 末 男 臨時用務員 （工学部作業員 ） II 
If 増 山 厚 子 事務補佐員 （教養部） II 
52 4 . 16 新 木 泰 子 文部技官 （文理学部 ） II 
ff 市 山 美智子 事務補佐員 （ 工学部 ） II 
If 勝 野 良 一 講師 （ 教養部 ） II 
52 . 5 . 1 酒 井 れ い子 事務補佐員 （ 工学部） II 
52 . 5 .  16 稲 垣 博 明 文部事務官 （ II fl 
52 . 4 . 1 北 野 孝 一 助教授 （ 東北大学教養部 ） 教授 （文理学部） 文 部 大 臣
ff 回 中 腹之助 講師 （ 教育学部 ） 助教授 （ 教育学部） l’ 
” 小 西 照 泰 ff ff II fl 
” 出 井 文 男 助 手 （ 神戸 大学経営学部） 講師 （ 経済学部） 富 山 大学長
ff 作 道 栄 一 助教授 （ 工学部） 教授 （ 工学部 ） 文 部 大 臣
ff 奥 貫 晴 弘 fl （ 教養部 ） ff （ 教養部） II 
II 世 利 幹 雄 II II ff ff 
II 畠 惰 三 講師 （ fl 助教授 （ fl ff 
昇任 If 葛 音 治 ff II ff ” 
ff 小 林 武 彦 If fl If fl 
II 福 田 明 夫 ff ff If If 
ff 鈴 木 邦 雄 ff II If ff 
II 丸 山 珪 ー If ff II If 
ff 小 林 久霧雄 助 手 （ 広 島大学理学部 ） 講師 （ ff 富 山 大学長
ff 宮 廻 甫 允 講師 （ 経営短期大学部 ） 助教授 （ 経営短期大学部 ） 文 部 大 臣
If 榊 原 英 夫 ff ff II If 
ff 菅 野 延 彦 助教授 （ 薬学部 ） 教授 （ 富 山 医科薬科大学薬学部 ） fl 
- 21 一
昭和52年 4 月 ・ 5 月 号 学 報 第173号
52 . 4 .  1 浅 水 哲 也 文部技官 （ 薬学部） 助 手 （ 富 山 医科薬科大学） 富山医干様柑洋長
II 川 代 重 信 東京工業大学教務部教務課長 学生部次長 文 部 大 臣
II 井 上 英 世 庶務部庶務課長 仙 台 電波工業高等専門学校事務部長 II 
II 野 村 学 経理部主計課長 弓削商船高等専 門 学校事務部長 ’1 
II 前 島 健 治 施設課課長補佐 信州大学施設部建築課長 II 
II 富 回 龍 二 施設課工営係長 施設課課長補佐 II 
II 民 谷 順 治 経理部主計謀総務係長 教育学部事務長補佐 II 
II 中 田 品 剥 薬学部会計係会計主任 薬学部総務係長 富 山 大学長
II 角 井 与志雄 文部事務 官 （ 経済学部 ） 経済学部学務係学生主任 II 










長等II 瀬 川 慶 之 教育学部学務係学生主任 富 山商船高等専 門 学校学生課教務係長
II 滋 野 康 雄 文部事務官 （ 附属図書館） II 学生課図書係長 II 
52 . 4 .  16 大 津 欽 治 助教授 （教育学部 ） 教授 （ 教育学部） 文 部 大 臣
II 長 谷 川 線 一郎 助 手 （ II 講 師 （ II 富 山 大学長
II 池 田 栄 雄 文部技官 （ 文理学部） 助 手 （ 経済学部 ） II 
52 . 5 .  2 鏑 木 隆 二 文理学部庶務係長 人文学部 ・ 理学部事務長補佐 文 部 大 臣
II J I  I 原 富 雄 経理部主計課管財係長 II II 
II 湊 馨 II 司計係予算主任 施設課企画係長 富 山 大学長
II 中 回 孜 薬学部総務係庶務主任 経済学部庶務係長 II 









52 . 5 . 16 新 田 昌 六 文部事務官（経理部経理課） 経理部主計課司 計係予算主任 富 山 大学長
II 羽 根 ｛愛 II II ） 経理部経理課用 度係物 品管理主任 II 
52 . 4 .  1 中 野 琢 助 手 （ 薬学部） 助 手 （ 富 山 医科薬科大学薬学部 ）
富山医科薬科；時長
II 有 i翠 宗 久 II II II 
II 岡 村 昭 治 II II II 
II 浜 出 峯 ー 富山工業高等専門学校会計課施設係長 施設課工営係長 富 山大学長
II 保 正 邦 久 文部／事信ミT務＂ ，官完結 話会...吾鋼 、 文部事務 官 （ 学生課） II ロ
II 野 尻 津喜夫 富山商船高等専門学校学生課概係長 和 漢薬研究所庶務係長 II 
II 秋 元 国 男 II 図書係長 附属図 書館受 入係長 II 
転任
II 山 本 道 弘 教育学部会計係長 富 山 医科薬科大学会計課給与係長
富山医科耕大学長
II 堀 利 秋 文部事務官 （ 薬学部） 文部事務官 （ 富 山 医科薬科大学会計課 ） II 
II 中 塩 紀 美 II II II II II 
II 藤 野 康 春 文部技官 （ II 文部技官 （ 富 山 医科薬科大学学生課 ） II 
II 森 腰 正 弘 II II II II II II 
II 内 山 幸 吉 II 円 II II 学生課教務助手） II 
” 織 部 多喜子 II II II II 薬学部 ） II 
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52 .  4 . l 真 野 一 雄 用務員 （ 薬学部） 用務員（富山医科謝状学会計課作業員 ）
富山医科耕大学長
II 松 下 甚 清 和 漢 薬研究所庶務係長 富 山 医科薬科大学庶務課福祉係長 II 
転 任 II 村 田 修 身 附属図書館整理係長 京都大学教育学部図書掛長 京都大学長
52 . 5 .  2 刈 賀 春 樹
富山商船高等専門学校会計課膿係長 経理部経理課用度係長 富 山 大学長
52 . 5 . 1 黒 田 重 靖 助 手 （ 東北大学教養部） 助 手 （工学部） II 
52 . 4 . 1 森 田 直 賢 教授 （薬学部 ） 教授 （ 富 山 医科薬科大学薬学部 ） 文 部 大 臣
II 吉 井 英 一 II II II 
If 西 荒 介 II If II 
II 図 上 昇一郎 助教授 （ II 助教授 （ II II 
If 清 水 若手 夫 II II II II II 
II 小 泉 徹 II II II If If 
II 原、 健 一 教授 （ 工学部 ） 教授 （ 山 形大学工学部 ） II 
If 坂 本 正次郎 緯度観測所庶 務部長 庶務部長 If. 
l/ 荒 井 甚 雄 弓削商船高等専 門学校事務部長 経理部長 II 
II 山 内 好 朗 九州、｜芸術工科大学庶務課長 庶務部庶務課長 ” 
II 重 吉 雅 裕 東京学芸大学経理部経理課長 経理部主計課長 II 
If 酒 井 5L. 教養部事務長 教育学部事務長 If 
” 野 村 信 生 経営短期大学部事務長 薬学部事務長 II 
II 土 井 盛 治 和漢薬研究所事務長 教養部事務長 II 
配置換 If 石 野 倶 行 学生課課長補佐 経営短期大学部事務長 II 
II 早 崎 寛 威 教育学部事務長補佐 学生課課長補佐 II 
If 永 森 俊 夫 庶務部人事課任用係長 庶務部庶務課学事調査係長 富 山 大学長
II 高 松 正 雄 庶務部庶務課学事調査係長 庶務部人事課任用係長 II 
II 島 倉 重 二 薬学部会計係長 教育学部会計係長 II 
1’ 斉 藤 隆 附属 図 書館受入係長 附属図書館整理係長 II 
II 土 肥 隆 三 厚生課保健係保健主任 厚生課厚生係寮務主任 II 
II 中 国 孜 薬学部庶務係庶務主任 薬学部総務係庶務主任 II 
II 水 口 妙 子 文部事務官 （ 厚生課） 文部事務 官 （ 保健管理セ ン タ ー ） II 
II 平 野 美智 子 II （悌管理セン ター） If （ 厚生課） t’ 
II 中 村 信 一 II （ 学生課） II （ 薬学部） II 
II 堀 利 秋 II 
（ 経理部主計課）
II II If 
II 山 下 彰 三 庶務部長 金沢大学学生部次長 文 部 大 臣
II 藤 田 郡 司 経理部長 東京学芸大学経理部長 II 
If 事事 丸 博 文 学生部次長 広島大学学生部次長 II 
52 .  5 .  2 本 田 弘 教授 （ 文理学部） 教授 （ 人文学部 ） If 
If 楠 瀬 勝 II II II 
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52 . 5 .  2 永 田 英 正 教授 （文理学部） 教授 （ 人文学部） 文 部 大 臣
II 長 沼 忠兵衛 II II II 
II 手 崎 政 男 II II II 
II 山 口 博 II II II 
II 平 日 純 II II II 
II 森 谷 佐三郎 II ;, II 
II 吉 田 清 II II II 
t’ 提 山 淑 郎 II II II 
II 中 本 昌 年 助教授（ ’l 助教授 （ II 
II 岡 本 明 II II II II II 
II 三 賀 政 美 ” II II II II 
II 鎌 田 元 一 講師 （ II 講師 （ II 富 山大学長
” 山 崎 幸 雄 II II II 
II 佐 藤 進 II II II 
II 寺 津 典 子 II II II 
II 中 村 良 郎 教授 （ II 教授 （理学部） 文 部 大 臣
配置換｜豆、 II 北 野 孝 一 II II II 
II 回 中 専一郎 II II II 
II 斉 藤 好 民 II II II 
II 松 本 賢 一 II II II 
II 中 川 正 之 II II II 
II 児 島 毅 II II II 
II 竹 内 豊三 郎 II II II 
II 川 井 清 保 II II II 
II 後 藤 克 己 II II II 
II 横 山 泰 II II II 
II 川 瀬 義 之 II II II 
II 小 黒 千 足 II II II 
II 久 保 和 美 II II II 
II 小 林 貞 作 II II II 
II 堀 令 司 II II II 
II 中 国 三 郎 助教授 （ II 助教授（ II II 
II 近 堂 和 郎 II II II II II 
II 平 山 実 II II II II II 
II 岡 部 俊 夫 II II II II II 
II 高 木 光司郎 II II II II II 
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52 5 .  2 安 田 祐 介 助教授 （文理学部） 助教授 （理学部） 文 部 大 臣
II 金 坂 高責 II II II II II 
II 尾 島 十 郎 II II II II II 
鴫 橋 直 弘 II II II II II 
II 菅 井 道 三 II II II II II 
II 鈴 木 正 昭 講師 （ II 講師（ II 富 山 大学長
II 松 本 勝 II ” II 
II 回 口 茂 II II II 
II 井 上 弘 II II II 
II 道 端 蔚 II II II 
II 渡 漣 義 之 助 手 （ II 助手（ II II 
II 水 野 透 II II II 
II 菅 谷 孝 II II II 
II 中本 有 ー II II II 
II 東 川 和 夫 II II II 
II 森 克 徳 ” II II 
II J賓 本 伸 治 II II II 
配置換｜ II J I  I 田 邦 夫 II II II 
II 常 川 省 三 II II II 
II 高 安 紀 II II II 
II 金 森 寛 II II II 
’』 東 軒 克 夫 II II II 
II 南 部 陸 II II II 
’f 山 口 暗 司 II II II 
II 笹 山 雄 一 II II II 
II 野 口 宗 憲 II II II 
II 増 田 恭次郎 II II II 
II 高 松 平 吉 文理学部事務長 人文学部 ・ 理学部事務長 文 部 大 臣
II 森 慶 二 経理部経理課用度係長 経理部主計課総務係長 富 山 大学長
II i中 健 松 文部技官（施設課企画係長） 文部事務官（ 経理部主計課管財係長 ） II 
II 島 国 政 信 経済学部庶務係長 人文学部 ・ 理学部庶務係長 II 
II 石 黒 勝 夫 文理学部会計係長 人文学部 ・ 理学部経理係長 II 
II 奥 村 喜代志 文理学部学務係長 人文学部 ・ 理学部学務係長 II 
II 清 水 タ カ 子 文理学部庶務係庶務主任 人文学部 ・ 理学部庶務主任 II 
II 林 征 紀 文理学部会計係会計主任 人文学部 ・ 理学部経理主任 II 
II ｜ 荒 屋 克 子 文部技務官（文理学部） 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部） II 
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52 . 5 .  2 中 国 節 子 文部事務官（ 文理学部） 文部事務官（ 人文学部 ・ 理学部） 富 山大学長
II 安 部 保 子 II II II II II 
II 三 井 進 ” II II II II 
II 今 井 稔、 " II II II II 
” 高 瀬 邦 弘 II II ” II II 
II 北 J l l 功 II II II II II 
" 高 邑 欣 市 " II II II " 
II 杉 本 周 平 " " " " " 
’l 田 村 与 市 文部技官（ II 文部技官 （ II II 配置換
II 酒 井 実 II （文理学部配管工） II （ 人文学部 ・ 理学部配管工） II 
II 五十嵐 清 平 II （文理学部自動車運転手） II （人文学部 ・ 理学部 自動車運転手） II 
岩 城 康 光
文部技官（文理学部ガラ ス工）
II （ 人文学部 ・ 理学部方、ラ ス工） II 
II 増 山 繁次郎 文訴事務官（文理学部作業員 ） 文部事務官 （ 人文学部 ・ 理学部作業員 ） II 
II 中 村 富 美子 用務員 （ 文理学部作業員 ） 用務員 （ 人文学部 ・ 理学部作業員 ） II 
II 林 5l 文理学部学務係長 （休職中） 人文学部 ・ 理学部学務係長 （休職 中 ） II 
52 . 5 . 16 吉 沢 誠 文部事務官（ 経理部経理課） 文部事務官（ 経理部主計課） II 
II 北 Jl l 功 II （ 人文学部 ・ 理学部） II II II 
II 松 永 良 成 II （工学部） II （ 経理部経理課） II 
II 飛 弾 知 己郎 ” （附鳳翠韻官） II （ 人文学部 ・ 理学部） II 
52. 4 . 1 狐塚 寛 教授 （ 薬学部 ） 評議員 （期間52 . 4 1 ～52 5 . 31 ) 文 部 大 臣
II 西 荒 介 II 評議員併任解除 II 
II 横 山 f呆 II （大阪大学経済学部 ） 教授 （ 経済学部） （期間52 . 4 . 1～53 . 3 . 31 ) II 
II 藤 図 正 寛 II （神戸大学経済経営研究所） II ） （  II II 
II 山 崎 高 感 富 山 医科薬科大学副学長 II （ 薬学部） （ II II 
II 増 田 克 忠 教授（ 富 山 医科薬科大学薬学部） II ） （  II II 
II 緩 本 三 郎 II II ） （  II II 
II 木 村 正 康 II II ） （  II II 
併任 II 森 田 直 賢 II II ） （  II ” 
II 西 荒 介 11 II ） （  II II 
II 吉 井 英 一 II II ） （  II II 
II 野 村 敬 一 助教授（ II 助教授 （ II ） （  II " 
II 脇 功 己 II II II ） （  II II 
II 井 上 正 美 II II II ） （  II II 
" 田 上 昇一郎 II " " ） （  II II 
" 小 泉 徹 II II " ） （  " II 
II 清 水 海 夫 II " II ） （  II II 
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52 . 4 1 安 立 準 助 手 （ 富 山医科薬科大学薬学部） 助 手 （ 薬学部） （期間52 . 4 . 1 ～ 53 . 3 . 31 ) 富 山 大学長
II 木 村 郁 子 II II ） （  II 円
II 柏 木 寛 II II ） （  II 月
II 有 j畢 宗 久 II II ） （  ” II 
II 岡 村 昭 治 II II ） （  II II 
II 中 野 琢 II II ） （  II II 
II 浅 水 哲 也 II II ） （  II 円
II 野 村 信 生 薬学部事務長 和漢薬研究所事務長 文 部 大 臣
II 高 木 行 則 経理部主計課司計係長 経理部主計課総務係長 富 山 大学長
II 水 口 妙 子 文部事務官（保健管理セ ン タ ー
）
文部事務官（厚生課） II 
II 山 本 郁 子 文部技官 （厚生課） 文部技官｛保健管理セ ン タ ー ） II 
II 中 塩 紀 美 文部轍官（富山医科斡榊会計課） 文部事務官（ 薬学部） II 
II 異 野 一 雄 用務員（富山医科喜劇蝉会計課惜員） 用務員 （ 薬学部作業員 ） II 
II 森 腰 正 弘
文献官（富山医科薬科大学学生課） 文部技官（ 薬学部） II 
II 藤 野 庚 春 II II （ 薬学部附属薬草 園 ） II 
II 内 山 幸 吉 II II II （ 薬学部附属薬草 園薬草園手） II 
II 織 部 多喜子 II （富山医科耕博幹部） II （ 薬学部） II 
併任 52 . 4 .  2 野 村 昇 教授 （教育学部） 評議員 （期間52 . 4 . 2～52 . 5 . 3 1 ) 文 部 大 臣
” 柳 田 友 道 II （ 薬学部） 評議員併任解除 II 





期 間52 . 4 .，；～54 . 3 . 3 1 \ II 
II II II 薬草 園 長 （ II II 
l’ 堀 越 勇 II 評 議 員 （期間52 . 4 . 2～52 . 5 . 31 ) f’ 
52 . 5 .  2 手 崎 政 男 教授 （ 文理学部） 評議員併任解除 II 
II 楠 瀬 勝 II II II 
II 中 川 正 之 II II II 







期間s2 . s .1；～ 54 . 5 . l j II 
II 楠 瀬 勝 II 評議員 （ II II 
II 本 国 5L II II II II 







II 中 川 正 之 ” 評議員 （ II ii 
II 小 林 貞 作 II II II II 
II 本 国 IJL II （ 人文学部） 教授 （文理学部） （期間52 . 5 . 2～53 . 3 . 31 ) II 
II 楠 瀬 勝 II II ） （  ” ’f 
II 永 田 英 正 II ” ） （  II II 
II 長 沼 忠兵衛 II II ） （  II II 
II 手 崎 政 男 II II ） （  II II 
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併任
52 . 5 .  2 山 口 博 教授（ 人文学部） 教授 （文理学部） （ 期 間52 . 5 . 2～53 . 3 . 31 ) 文 部 大 臣
II 平 田 車も If If ） （  If II 
II 森 谷 佐三郎 If If II II 
II 吉 田 清 II ” ） （  II II 
II 提 山 淑 郎 II II ） （  II II 
II 中 本 昌 年 助教授（ 人文学部 ） 助教授 （ II ） （  II II 
II 岡 本 日月 II II II II ） （  II II 
II 三 賀 政 美 II II II II ） （  II II 
II 鎌 田 元 一 講師 （ II 講師 （ II ） （  II 富 山大学長
fl 山 崎 幸 雄 ” II ） （  II II 
II 佐 藤 進 ,, II ） （  II II 
II 寺 j章 典 子 II II ） （  II II 
3’ 中 村 良 郎 教授 （理学部） 教授 （ ” ） （  II 文 部 大 臣
II 北 野 孝 一 II II ） （  ,, II 
II 回 中 専一郎 II II ） （  If If 
II 斉 藤 好 民 II II ） （  II '·' 
II 松 本 賢 一 If II ） （  II II 
II 中 川 正 之 II u ） （  II II 
II 児 島 毅 II II ） （  II II 
II 竹 内 豊三郎 If II ） （  II If 
II 川 井 清 保 II II ） （  II II 
II 後 藤 克 己 II II ) ) ( II II 
II 横 山 泰 II II ） （  II If 
II 川 瀬 義 之 II II ） （  II If 
II 小 黒 千 足 II II ） （  II II 
II 久 保 和 美 II II ） （  II ” 
II 小 林 貞 作 II II ） （  II II 
" 堀 令 司 " " ） （  II If 
JI 中 回 三 郎 助教授 （ II 助教授（ II ） （  If II 
II 近 堂 和 郎 II If II If ） （  II II 
II 平 山 実 ’｝ II " If ） （  II II 
" 岡 部 俊 夫 If " II II ） （  II II 
" 高 木 光司郎 II II II II ） （  II II 
" 安 田 祐 介 If II If If ） （  If II 
" 金 坂 キ糞 If II II II ） （  II II 
II 尾 島 十 郎 II II II II ） （  II ” 
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52 . 5 .  2 鳴 橋 直 弘 助教授 （理学部） 助教授（文理学部）（期間52 . 5 . 2～53 . 3 . 31 ) 文 部 大 臣
II 菅 井 道 三 II II II II ） （  II II 
II 鈴 木 正 昭 講師 （ II 講師 （ II ） （  II 富 山 大学長
II 松 本 勝 II II ） （  II l’ 
II 国 口 茂 II II ） （  II II 
II 井 上 ヲL II II ） （  II II 
II 道 端 粛 II II ） （  II II 
II j度 漫 義 之 助手（ II 助手（ II ） （  II II 
II 水 野 透 II II ） （  II II 
II 菅 谷 孝 II II ） （  II II 
II 林 有 ー II II ） （  II II 
併任 II 東 川 和 夫 II II ） （  II II 
II 森 克 徳 II II ） （  II II 
II 演 本 伸 治 II II ） （  II II 
II ） ｜ ｜  田 邦 夫 II II ） （  II II 
II 常 川 省 三 ” II ） （  II II 
II 高 安 紀。 II II ） （  II II 
II 金 森 寛 II II ） （  II II 
II 東 幹 克 夫 II II ） （  II I’ 
II 南 部 陸 II II ） （  II II 
II 山 口 晴 司 II II ） （  II 1’ 
II 笹 山 雄 一 II II ） （  II II 
II 野 口 宗 憲 II II ） （  II II 
II 増 田 恭次郎 II ” ） （  II II 
II 高 木 行 則 経理部主計課司計係長 経理部主計課総務係長併任解除 II 
事取務扱 52 . 5 .  2 川 原 富 雄 人文学部 ・ 理学部事務長繍佐 人文学部 ・ 理学部用度係長事務取扱 文 部 大 臣
事務 52 5 .  22 渡 辺 和 夫 教授 （和漢薬研究所） 和漢薬研究所長事務代理 文 部 大 臣
代理 52 5 .  31 II II 和i莫薬研究所長事務代理免 II 
公
勧島
の付名1n 52 . 4 .  1 宏、 波 和 子 教育学部附属幼稚園教頭 教育学部附属幼稚園副園長 文 部 大 臣
職務 52 . 5 .  2 増 山 繁次郎 文部事務官（文理学部作業員 ） 作業員長免 富 山 大学長
命令 II II II （ 人文学部 ・ 理学部作業員 ） 作業員長 II 
休職 52 . 4 .  1 林 5L 文理学部学務係長 休職期聞の更新（期間52 . 4 . 1～52 . 9 . 30 )  富 山 大学長
52 . 4 .  1 福 村 よ り 子 養護教諭（教育学部附属 中学校） 辞職 富 山 大学長
II 有 岡 進 教育学部事務長 II 文 部 大 臣
辞職 桜 井 雅 楽 薬学部事務長 II II II 
II 平 岩 庚 ー 薬学部庶務係長 II 富 山 大学長
Qd 。，白
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52 . 4 . 1 I 藤 井 政 一 富 山大学長
II 辞職 ｜ II ｜ 金 場 末 男 用務員 （ 工学部） II 
l 弘 5 1 I 谷 口 三枝子 事務補佐員 （ 薬学部 ） I II II 
52 5 . 31 I 笹 林 和 子 II II 
52 . 4 1 I 横 山 文 治 技能補佐員 （施設課 ） 3 . 31限 り 退職 ｜ 富 山大学長
II l 中 島 節 子 事務補佐員 （ 薬学部） II ” 
52 4 2 I 舘 胆 道 教授 （ 文理学部 ） l 限 り 停年に よ り 退職 ｜ 文 部 大 臣
II l 水 沢 英 男 II II II 
II l 酒 井 康 彦 II （ 教育学部 ） II II 
II I ；事 泉 重 夫 II ,, II 
退職 ｜ II ｜ 丸 山 豊 一 II II II 
,, ｜ 黒 坂 富 治 II II II 
II ｜ 林 三 雄 II ,, II 
” ｜ 志 j甫 侍 逸 II （ 薬学部） II II 
,, ｜ 横 山 文 雄 II （ 教養部） II II 
52 4 . 10 I 栗 林 繁 治 臨時用務 員 （ 教育学部） 9 限 り 退職 ｜ 富 山大学長
II ｜ 原 田 与八郎 II （工学部 ） II II 
II ｜ 永 井 正 夫 II （教養部） II II 
学 内 諸 報
人 文 学部及 び理学部の設置
本学文理学部 は， 昭和52年 5 月 2 日 法律第29号 「国立学
校設置法の一部 を 改正す る 法律」 の施行 に よ り ， 同学部 を
改組 し て 「人文学部」 及 ぴ 「理学部」 が設置 さ れ た。
文理学部 は， 昭和24年 5 月 新制大学設置 と 同時 に ， 旧制
富 山高等学校 を母体 と し て， 文学科， 経済学科， 理学科の
3 学科編成 で， 一般教育課程 を併置 し て発足 し ， 昭和28年
8 月経済学科は経済学部 に， ま た ， 昭和42年 4 月 一般教育
課程は教養部 と し て そ れぞれ独立 し た。 そ の後， 同学部は
文学科 と 理学科の 2 学科 よ り 成 る専門教育 の学部と し て そ
の使命 を 果 た し て 来 た。
こ の間， 文学科， 理学科 と も に学科 目 整備 に よ り 漸次充
実 き れ， 両学科 を 基礎 と し て 昭和46年 4 月 に理学専攻科が
設置 さ れ， 昭和48年 4 月 に は文学専攻科が設置 さ れ た。
し か し ， 文学科 と 理学科は文科系， 理学系 に お け る 基礎
学部門 の担当 と い う 共通性は あ る が， 学問領域 で は 異質の
も の であ り ， ま た ， 専門教育の学部 と し て教育 ・ 研究 を 更
に 高め る た め に は複合学部組織であ る 文理学部では， そ の
機能 も 限界に達 し た の で＼ 文学科 を 人文学部に， 理学科 を
理学部に分離改組 し て， そ れ ぞれ独立 し た単一学部 と し て
発展充実すべ き であ る と の願望が高 ま っ て 来 た。
一方， 新制大学発足時 に は， 旧制高等学校 を母体 と す る
文理学部は， 国立15大学 に 設置 さ れ た が， 昭和29年 4 月 神
戸大学の文理学部改組 を 始め と し て， 昭和40-43年度 に は
既に 10大学の文理学部が改組 を 終え ， そ の後， 文理学部 と
し て 存続 し て い る の は富 山， 島根． 山 口 ， 高知の 4 大学 を
残す だ け と な っ た。
以上の情況の な か て二 本学文理学部は 昭和48年春か ら 学
部将来計画に つ い て 組織的 に検討 を 始め， 翌49年 に は学部
改組案 を ま と め， 昭和50, 51年度 と 概算要求書 を提 出 し た
が， こ の要求 に 対 し て文部省 か ら 昭和50年度 に文理学部改
組等 に 関 す る 調査費が付与 さ れ た た め， 文理学部教授会は
「文理学部改組検討委員会」 を 設置 し て積極的 に調査検討
を 続 け， 昭和51年 3 月 「富 山大学文理学部改組検討委員会
nu qo 
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報告」 を ま と め， 文部省 を は じ め関係方面へ改組 に 関 す る
構想 を 提案 し た 。 そ し て文理学部改組案は 昭和52年度概算
要求の提出 に伴っ て， 文部省省議の審査 を経て， 昭和52年
1 月 ， 昭和52年度国立学校特別会計歳出予算案に組み込 ま
れ る こ と に 決定 し た。
新設の 人文学部は， 人文学科， 語学文学科の 2 学科か ら
成 り ， 人文学科 は既設の 5 学科 目 に加 え ， 考古学， 人文地
理学， 文化人類学及 ぴ言語学の計 9 学科 目 と な り ， 語学文
学科 は既設の 7 学科 目 に ， 朝鮮語 ・ 朝鮮文学， 中 国文学，
ア メ リ カ 文学及ぴロ シ ア語 ・ ロ シ ア文学 を加え， 計11学科
目 に 整備 さ れ， 学生定員 も 人文学部160名 に増加 し た。
理学部は， 既設の数学， 物理学， 化学， 生物学の 4 専攻
を 4 学科 に移行 し， 地球科学科 （地殻構造学， 地殻進化学，
陸水学， 雪氷学） を 加 え て 5 学科編成 と な り ， 学生定員 も
180名 に 増加 し た。
こ こ に 人文学部及 び理学部の設置 に 伴い， 今後両学部の
整備充実 と 相倹っ て， 本学の発展が期待 さ れ る 次 第 で あ る。
名誉教授の称号授与
昭和52年 4 月 停年退職 さ れ た 次の六氏 に対 し， 昭和52年






昭和18年 4 月 富 山師範学校助教授， 同20年 5 月 同教授，
同24年 6 月 富 山大学富 山高等学校教授， 同25年 3 月 富山大
学文理学部助教授， 同33年 3 月 同教授 と な り ， 34年間 に わ
た り 教育研究 に従事， こ の 間富山師範学校附属 中学校主事，
評議員 と し て本学の管理運営に寄与 さ れ た。 ま た 専門分野
の研究は 西洋哲学史近世及 ぴ宗教哲学 に 力 点 がお かれ， 主
な る 著書に 「 日 本精神史のー 断面」 ， 「理性の運命」 ， 「人間
の悪 と 運命」 等があ る。
名誉教授




な り ， 33年間 に わ た り 教育研究に従事， こ の 間富山師範学
校附属小学校主事， 教育学部附属小学校長， 同附属 幼稚園
長， 附属図書館長， 学生部長， 評議員 と し て本学の管理運
営に寄与 さ れ た 。 一方， 教育史， 教育哲学担当 の教授 と し
て， 広 〈 思想史的研究 を 続 け， 種々 の社会的活動 を も 通 じ
て学内外 に 対 し 幾 多 の貢献があ っ た。
名誉教授
沢 泉 量 失
京都帝国大学理学部
物理学科卒業
昭和23年 5 月 富 山青年師範学校講師， 同25年1 1月 同教授，
同26年 3 月 富 山大学助教授， 同34年 5 月 同教育学部教授 と
な り ， 28年間 に わ た り 教育研究に 従事， こ の間教育学部附
属小学校長， 同 附属幼稚園長 と し て 本学管理運営に 寄与 さ
れた。 一方， 専門分野の計測器及 ぴ計測法に 関 し て40年余に





昭和20年 6 月 富 山師範学校生徒主事補兼同助教授， 同20
年12月 向助教授， 同24年 6 月 兼富 山大学助教授， 同40年 4
月 1 日 富 山大学教育学部教授 と な り ， 31年間に わ た り 教育
研究に従事， こ の 間評議員 と し て本学の管理運営に寄与 さ
れ た。 一方， 日 本美術展賢会， 新 日 本美術展賢会， 光風
会展 そ の他多数に 出 品， 入選 さ れ た。 特に新 日 本美術展特
選， 光風会会員賞， 同会特別賞， 富山新聞社美術部門文化
賞 を受賞 さ れ る な ど， 多大の業績 を 残 さ れた。 ま た 富 山 県
美術専門委員 と し て本県の美術発展 に 貢献き れた。
名誉教授
黒 坂 富 治
東京音楽学校
甲種師範科卒業
昭和18年 4 月 富 山師範学校助教授， 同24年 6 月 兼富山大
昭和18年 7 月 富 山 師範学校助教授， 同20年 5 月 同教授， ｜ 学助教授， 同25年 4 月 富 山大学助教授， 同41年 3 月 同教育
同24年 6 月 富 山大学助教授， 同36年 8 月 同教育学部教授 と ｜ 学部教授 と な り ， 34年間 に わ た り 教育研究に従事， こ の 間
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教育学部附属 中学校長 と し て本学の管理運営に 寄与 さ れ た。
一方， 文部省沖縄教育指導委員 と し て 派遣 さ れ， そ の概要
を 「沖縄の百 日」 に著 し た。 さ ら に沖縄の古民謡 に 関 す る
研究論文 を 発表。 越中万葉の長歌， 短歌， 富 山 県 に 因 む天
皇， 皇后両陛下 の御製， 御歌等 を作曲 し， 楽譜本 と し て 公
刊。 又本県古楽民謡の採録， 採譜 を完遂 し ， 地方芸術文化
昂揚に尽力 さ れ た。
名誉教授




昭和25年 4 月 富 山大学薬学部教授 と し て着任， 27年間 に
わ た り 終始熱心 に学部学生及 ぴ大学院学生の教育指導 に あ
た ら れ た。 又薬学部長， 評議員 と し て大学院薬学研究科及
び和漢薬研究施設の設置等本学の発展 に尽 力 さ れ た。 一方，
異項環化合物の研究で分析試薬や化学療法剤 の開発研究 を
幅広 く 行い， 有機反応機構の研究， 医薬品等の液体 ク ロ マ
ト グ ラ フ イ ー の研究， 酵素 モ デル反応 を 利用 す る 呈色反応、
の研究等に大 き な成果 を挙げ ら れ た。 こ の度 日 本薬学会 か
ら 教育貨が授与 さ れ た。
富山大学学長候補者選挙
林学長 の任期満了 （ 6 月 12 日 ） に伴い， 学長選考基準 に
し た がっ て 5 月 24 日 （ 火 ） 選挙が行 わ れ た。
同選挙は， 各学部， 教養部 及 ぴ和漢薬研究所か ら 教授各
4 名 （ 和漢薬研究所 2 名 ） 計26名 か ら な る 学長候補適任者
選定委員会 （委員長竹内理学部長） を組織 し， 学長候補適
任者 と し て 次の五氏 を選定の う え ， 同 日 10時か ら 11時 ま で
の間本部会議室 で野崎富作教授 を委員長 と す る 6 名 の選考
管理委員会管理の も と に行わ れ た。
上回 良二 （ 名城大学教授）
林 勝次 （富 山大学長 ）
林屋辰三郎 （ 京都大学人文科学研究所長 ）
水上 武 （ 東京大学名誉教授）
案町 繁雄 （ 富 山大学工学部長）
（五十音順）
そ の結呆， 有効投票の過半数の得票者 が な か っ た た め，
高点者 の林勝次， 水上武の両氏 に つ い て 決選投票 を行い，
有効投票262票の う ち ， 136票 を 得 た 林勝次氏が学長候補者
に 当選， 同 日 15時か ら 開催 さ れ た評議会 に お い て 同 氏 を 次
期学長候補者 に決定 し た。 任期 は昭和54年 6 月 12 日 ま で。
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人文学部長及 び理学部長の選 出
文理学部改組 に よ る 人文学部及び理学部の設置準備 の た
め， 評議会の承認 に 基づ き 設立の 人文学部創設準備会及ぴ
理学部創設準備会は， 各学部長候補者 を選考 す る た め選挙
管理委員 会 を 設置 し， 4 月 13 日 開催 の 各準備会で選挙 を 実
施 し た結果， 人文学部長候補者 に 手崎政男教授 を ， 理学部
長候補者 に竹内豊三郎教授 を選出 し た。
手崎教授 は， 昭和12年 3 月 東京帝国大学文学部国文学科
卒業後， 広島県立呉第二中学校教諭， 東京都立石神井高等
学校教諭 を経て， 同32年 4 月 富 山大学助教授， 同40年 8 月
教授 と な り 今 日 に 至 っ て い る 。 こ の 間， 同43年12月 か ら 評
議員 を 8 年余 り を 併任 し ， 同51年 4 月 か ら 文理学部長 を 勤
め た。
専攻は 国文学， 富 山 県出身
竹内教授 は， 昭和16年 3 月 北海道帝国大学理学部化学科
を 卒業， 同23年 6 月 北海道大学触媒研究所助教授， 同26年
8 月 富山大学教授 と な り 今 日 に 至っ て い る 。 こ の 間， 同42
年 9 月 か ら 同44年 6 月 及 ぴ同49年 4 月 か ら 同51年 3 月 ま で
文理学部長 を 併任， 同44年 3 月 か ら 同年 6 月 ま で富 山大学
長事務取扱 を 勤め た。 ま た ， 同33年1 1 月 か ら 同35年 6 月 ま
で学術研究の た め ア メ リ カ 合衆国へ出張 し た。
専攻は物理化学， 理学博士， 石川県出身
学生部長の再選
学生部長の任期満 了 （ 5 月 8 日 ） に 伴 う 次期学生部長候
補者 の選考 は， 4 月 12 日 開催の評議会 に お い て． 補導協議
会か ら 推薦 の あ っ た 3 名 の教官の中 か ら 投票に よ っ て行 わ
れ， 現職の岩湖l富治教授 が再選 さ れ た。 任期は昭和54年 5
月 8 日 ま で。
保健管理セ ン タ 一 所長の再選
有沢保健管理セ ン タ 一所長の任期満了 （6 月 30 日 ） に 伴
う 次期 所長候補者 の選考 は， 5 月 16 日 開催の保健管理セ ン
タ 一委員会 に お い て選定 し， 選考 の結果， 全会一致で教養
部教授有沢一男 を 候補者 と し て学長 に 推薦 し た。 学長 は 同
教授 を 次期所長候補者 に 決定 し 丸 任期 は 昭和54年 6 月 30
日 ま で。
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教育学部 加藤寿美子 教育学部 志波 和子
永年勤続者表彰 辻沢弥八郎 経済学部 柴 田 富 美枝
本学の昭和52年度永年勤続者表彰式 は， 開学記念 日 の 5 教 養 部 柿岡 時正
月 31年午前11時か ら 本部会議案 で行わ れ， 次の勤続35年 7 勤続20年
名， 勤続20年 8 名 の職員 に対 し学長か ら 表彰状並 ぴに記念 教育学部 加瀬正二郎 教育学部 本沢 健二
品 が贈 ら れ た。 舘盛 貞 ｛言 If 利波 宗雄
勤続35年 川 腰 説 経済学部 吉原 節夫
人文学部 手崎 政男 人文学部 森谷｛左三郎 工 学 部 古 谷 嘉志 工 学 部 稲垣 日 出 男
昭和52年度永年勤続者表彰式
海 外 渡 航 者
氏 名 所 属 官 職 渡航の種額 渡 航 先 国 目 的 期 間




































い団て 52 . 4 . 16 
養回 実 工 学 部 教 授 海外研修旅行






ギ究シ ン 論ポ ジ ウ ム に 出 52 . 5 . 22 難波 恒雄 教 J受 外 国 出 張 大�1it民国 I ，薬和市 調薬 討 及 び
ソ ウ ル
研 究 所 52 . 5 . 30 
庶 務 課 長 山 内 好朗
職 員 j南 息
主 計 課 長 重吉 雅裕
く 続 任 者〉 用 度 係 長 刈賀 春樹
事 務 局 工 営 係 長 浜出 峯一
庶 務 部 長 坂本正次郎
技術補佐員 塚元 純子
経 理 部 長 荒井 甚雄 学 生 部
学生部次長 川 代 重富
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文部事務官 保正 邦久 和漢薬研究所
人 文 学 部
庶 務 係 長 野尻津喜夫
講 師 寺津 典子 図 書 館
教 育 学 榔
受 入 係 長 秋元 国 男
助 教 授 山崎 高哉 事務補佐員 中村ゆ き え
助 教 授 樋ロ 哲
講 師 浅沼 照雄 経営短期大学部
三浦 鏡子 助 教 授 島 田 和夫
辰巳 昭典
清水 建次 〈 改 姓〉
教 頭 志波 和子
人文学部 ・ 理学部事務部
教 諭 奥井 貞 夫 事務補佐員 堀 純子 ( I日姓 中 間 ）
北岡 勝 教 ヨE 部
養 護 教 諭 河井 道子 文部事務官 伊野不二夫 （旧姓 金沢）
教 諭 佐藤 日 出信 く 住所変更〉
酒井 義久 事 務 局
佐藤 鉄朗 任 用 係 長 高松 正雄
山崎 政喜 人 文 学 部
II 池上美和子 教 授 山 口 博
能登 佳子
人文学部 ・ 理学部事務部
文部事務官 小林 司 事務補佐員 堀 純子
経 済 学 部
教 育 学 部
講 師 武井 勲 助 教 授 片 山 忠次
出井 文男
樋口 哲
助 手 小郷伊 直言
教 諭 西 国 良正
文部事務官 大聖寺一孝 文部事務官 道林 一郎
薬 学 部
理 学 部
文 部 技 官 内 多 美樹
教 授 北野 孝一 工 学 鄭
文 部 技 官 新木 泰子 教 授 沢 畠 恭
薬 学 部
事務補佐員 藤田 洋子 助 手 作井 正昭
工 学 部




酒井れい子 教 授 宇尾野逸作
教 養 部 文部事務官 伊野不二夫
講 師 伊里 松俊 和漢薬研究所




昭和52年 4 月 ・ 5 月 号 学
主 要 日 誌
4 月 1 日 昭和52年度富山大学入学試験合格者発表
8 日 教養部運営協議会
1 1 日 昭和52年度富山大学入学式
1 1 ～ 14 日 昭和52年度入学生 オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
12 日 第 2 回学長選考管理委員会
第 1 回評議会
14 日 第 1 回学長候補適任者選定委員会




22 日 第 2 回学長候補適任者選定委員会
25 日 富山大学公務員宿舎委員会
26 日 第51回 東海 ・ 北陸地区国立学校等会計部課長会
議 （於 愛知教育大学）
27 日 第 3 回学長候補適任者選定委員会
28 日 第 1 回補導協議会
授業料等減免選考委員会
5 月 4 日 第 4 回学長候補適任者選定委員会
7 日 第 5 回学長候補適任者選定委員会
昭和52年度近畿 ・ 北陸 ・ 東海地区共済組合運営
委員会 （ 於 下 呂 ）
9 日 第 4 回学長選考管理委員会




13 日 第 5 回学長選考管理委員会
16 日 第 2 回評議会
第 6 回学長選考管理委員会
保健管理セ ン タ ー委員会
17 日 北陸地区大学学生部懇話会 （ 於 金沢大学）
19-22 日 北信越大学春季準硬式野球大会 （ 於 富 山
県営球場）




23 日 第 7 回学長選考管理委員会
報 第173号
昭和52年度国立大学事務局長会議 （ 於 国立教
育会館）
24 日 富 山大学学長候補者選挙
第 3 回 評議会
昭和52年度大学 ・ 高等専門学校奨学生事務協議
会 及 ぴ説明会 （ 於 高志会館）
24～25 日 昭和52年度文部省共済組合全国主管課長会




26～27日 第28回東海 ・ 北陸地区国立大学長会議 （ 於
信州大学）
27 日 認定講習委員会
28 日 ～ 6 月 2 日 第22回大学祭
30～31 日 国立学校等経理部課長会議 （ 於 国立科学
博物館）
31 日 富 山 大学創立記念 日
富山大学永年勤続者表彰式
4 月 11 日 各学科， 専攻科前学期授業開始
教授会
人事教授会








5 月 1 1 日 教授会
人事教授会
｜人文 字
5 月 10 日 X線間接撮影
14 日 教授会





昭和52年 4 月 ・ 5 月 号 学





7 日 附属 中学校始業式
7 ～ 8 日 昭和52年度北陸地区教員 養成学部事務長協











5 月 2 日 教務委員会
4 日 特別教職課程委員会
10～11 日 春季全国国立大学教育学部長会議 （於 埼
玉大学）
11 日 X線間接撮影
12～ 13 日 日 本教育大学協会第一部会 （ 於 熱海市 ）
14 日 附属小学校教育研究発表会














27～28 日 日 本教育大学協会北陸地区 第二部会技術











12 日 第 2 回教務委員会
13 日 前学期授業開始
新入生 オ リ エ ン テ ー シ ヨ シ
19 日 学部図書委員会
20 日 コ ン ピ ユ ー タ ー機種選定委員会
5 月 6 日 経済学科教官会議
第 3 回教務委員会 （持ち 回 り ）
12 日 X線間接撮影
12～13 日 昭和52年度国立十大学経済 ・ 経営学部長並
ぴに事務長会議 （ 於 山 口 大学）
17 日 富 山売薬業史史料集の覆刻 に 伴 う 検討委員会
18 日 第 4 回教務委員会
第 2 回教授会
25 日 学部補導委員会
コ ン ビ ュ ー タ ー機種選定委員会
30 日 第 5 回教務委員会
理 学 部
5 月 10 日 X線間接撮影
14 日 教授会
25 日 定期健康診断
26～27 日 国 立十五大学理学部長会議 （於 山 口 大学）
薬 学 部
4 月 14 日 前学期授業開始
教授会








5 月 9 日 補導委員会
1 1 日 教授会
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学
薬学研究科委員 会
18 日 動物委員 会
20 日 大学院検討委 員 会
24 日 大学院検討委 員 会
25 日 薬学研究科委員 会
エ
学 部
4 月 6 日 教務委員会
8 日 教授会
12 日 事務連絡会議







25～26 日 北陸 ・ 信越地区工学系学部長懇談会 （ 於
福井）
27 日 定期健康診断
5 月 2 日 事務連絡会議
6 日 教授会







21 日 専任教授会 （ 持 ち 回 り ）
報
13 日 視聴覚教室準備委員会
18 日 エ ッ ク ス 線間接撮影
25 日 教授会
和 漢 薬研究所





19 日 第 2 回教授会
20 日 薬学研究科委員 会
25 日 教官懇談会
28 日 薬学研究科委員会
5 月 10 日 第 3 回教授会
1 1 日 薬学研究科委員会
20 日 大学院検討委員会
25 日 薬学研究科委員会
附 属 図 書 館
4 月 1 1 日 附属図書館オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
28 日 事務打合せ会
第173号
大学図書館基本問題特別委員会 （ 於 東京大学）
5 月 12 日 第27回北信越地区国立大学図書館研修会並び に
事務長会議 （ 於 信州大学）
富 山 県図書館協会総会 （於 富 山 県立図書館）
23 日 X 線間接撮影
26 ～27 日 第27回 国立大学工学部長会議 （ 於 岩手大
｜経営短期大学部 ｜学）
4 月11 日 昭和52年度入学式
教 養 部
｜
新入生 オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
前学期授業開始
4 月 6 日 教授会 12 日 定期健康診断 · X 線間接撮影
教授の み の教授会 13 日 第 1 回教授会
12 日 前学期授業開始 新入生歓迎会
20 日 教授会 19 日 第 2 回教授会
教養部改革小委員 会 5 月 2 日 第 3 回教授会
27 日 教授 の み の教授会 10 日 第 4 回教授会
5 月 2 日 補導委員会 昭和52年度前期 分授業料等減免選考委員会
1 1 日 教授会 29 日 球技大会 （学友会主催 ）
教養部改革小委員 会
- 37 ー
昭和52年 4 月 ・ 5 月 号 学
町 正
学報第172 号 （ 昭和52年 2 月 ・ 3 月 ） の一部 を 次の よ う







編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市五福 3 1 9 0 
印刷所 第 一 共 同 印 刷 株 式 会 社
富 山 市太郎丸1220 - 2 
電話 ＠ 0 1 9 6 附
